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凡 例

1. 本書は，八千代市教育委員会が平成13年度市内遺跡発掘調査事業として，国及び県の補助金を受けて

実施した浅間内遺跡第 5次本調査と第 7次確認調査の報告書である。

2. 調査名及び所在地，期間，面積，調査原因は下記のとおりである。

No. 調査名 所 在 地 調査期間 面 積 調査原因

第 5次
1 

本調査
村上字白筋27421ほか

13.6.6 本調査 1,400m'

2 
第 7次

~13.9.28 下層確認 4面

確認調査
村上字浅間内2775ほか

13 .12.17 284 rrf 
士地区画整理

~14.1.25 /3,600m' 

3. 発掘調査は，常松成人が担当した。

4. 整理作業のうち基本整理は，平成13年度事業として平成13年10月 1日から平成14年 3月26日までの

期間に行い，本整理及び報告書印刷は平成14年度事業として平成14年10月 1日から平成15年3月31日

までの期間に行った。

5. 本書の図版作成は，伊藤弘一，立石勝代，常松成人，野中則子，平林かな子が行い，編集・執筆は

常松成人が行った。なお，旧石器については，田村隆氏（千葉県立房総風土記の丘）にご協力及び

ご教示をいただいた。

6. 遺構No.とトレンチNo.は，調査順の数字と記号（アルファベット）で表記した。記号は以下のとおり

である。 住居跡 D ピット・土坑 P 溝 M 

その他の遺構 I トレンチ T 

7. 遺構No.やトレンチNo.は，本遺跡における過去の調査で用いた番号の継続となっている。このため第

5次本調査における各遺構No.は，住居跡が76Dから，土坑が 572Pから，溝が27Mから，その他の遺

構が 4Iからとなっている。但し，住居跡の中には，平成6年度に一部を調査したlODも含まれてい

る。第 7次確認調査におけるトレンチNo.は， 23Tからとなっている。

8. 図中のスクリーントーンは，遺物の場合，縄文時代の繊維土器及び須恵器，赤彩部分及び内面黒色

処理部分を示している。遺構については以下のとおりである。

:-:-:-玄•玄-:-:•:•芯,:.

焼士 D火床
: •:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-: 

砂まじり粘土

9. 遺構平面図の一点鎖線（ ． ）で囲まれた範囲は，硬化面を表す。

10. 調査区のグリッドは， 100m四方の大グリッドを10m四方の中グリッドで 100分割し，「大グリッド

No. ー中グリッドNo.G」（例： H10-54G)という方式で表記した。第 5次本調査の区域は，大グリッドは

すべてHlOに属している。該当地点の北西のポイントのグリッドNo.がその地点のグリッドNo.となる

（第 5図参照）。なお，第 7次確認調査区域では，このグリッド法を採用できなかった。

11. 第5次本調査で出土した鉄・銅の金属製品については， X線写真撮影及び保存処理を株式会社京都

科学に委託し，処理済みである。

12. 土層説明の色調の表記法については，一部，小山正忠・竹原秀雄『新版標準土色帖』 (13版 1993.1)

を用いている。

13. 発掘調査から整理作業の間において，以下の諸氏・機関にご指導・ご協力をいただきました。記し

て感謝いたします。

株式会社京都科学 古代生産史研究会 田村隆 千菓県教育庁文化課（文化財課）峰村篤

八千代市辺田前土地区画整理組合

14. 出土した遺物・写真・図面等の調査資料は，八千代市教育委員会が保管している。
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I 序 章

1 調査に至る経緯

(1) 照会と回答

浅間内遺跡の発掘調査原因である八千代市辺田前土地区画整理事業は，東葉高速鉄道村上駅周辺地区

の都市計画道路や公園等の公共施設の整備改善及び宅地の利用増進を図り；健全な市街地を造成するこ

とを目的として，平成5(1993)年の八千代市辺田前土地区画整理組合（以下「組合」と略）の設立認可

以来，継続されている事業である。

この事業に伴う事業地内の文化財及び埋蔵文化財の取扱いについては，平成2(1990)年 5月に組合

（当時は設立準備委員会）から照会が提出され，平成3(1991)年4月に千葉県教育委員会によって，事

業区域596,000rn'のうち98,000面について，遺跡有りの回答が出されている。区域内の遺跡名は沖塚遺

跡，白筋遺跡，浅間内遺跡，根上神社古墳（市指定文化財）である。その後，組合と八千代市教育委員

会（以下「市教委」と略）との間で文化財の取り扱いについて協議がもたれた。根上神社古墳について

は現況保存としたが，その他の遺跡については記録保存を原則とし，発掘調査を行うという方針で協議

が進められた。また，発掘調査の組織は，事業の進捗・効率等を考慮し，八千代市遺跡調査会（以下

「調査会」と略）とし，調査費用は国庫補助・県費補助は受けず，事業者である組合の負担によって行

うこととした。
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第 1図 八千代市と浅間内遺跡の位置
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第 2図 浅間内遺跡と周辺の遺跡

浅間内遺跡周辺の旧地形 （明治15年第一師管地方二万分一迅速測図に加筆）
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(2) 発掘調査（平成5年～平成12年）

平成5年の組合認可を受け，組合・市教委・調査会の三者間で埋蔵文化財に関する協定を締結し，調

査に着手することとなった。

平成 5 年度は沖塚遺跡の確認調査及び本調査を行い，平成 6 年度は浅間内遺跡の第 1 次確認調査•第

2 次確認調査•第 3 次確認調査•第 1 次本調査・第 2 次本調査（一部），白筋遺跡の第 1 次確認調査を行

い，平成7年度は浅間内遺跡第 2次本調査・第 3次本調査，平成8年度は浅間内遺跡の第 3次本調査の

基本整理の残務を行い，平成10年度は白筋遺跡の第 2 次確認調査•本調査を行った。

平成11年度からは，組合の要請により，国庫補助及び県費補助を受けて市教委が直営で調査するよう

改め，浅間内遺跡の第 4 次確認調査を行った。平成12年度は直営で浅間内遺跡の第 5 次確認調査•第 4

次本調査，白筋遺跡の第 3次確認調査を行ったが，補助の対象とならない都市計画道路部分に当たる浅

間内遺跡の第 6次確認本調査は，事業者負担の調査会体制で行った。

(3) 平成13年度の調査

平成13年度の調査は，浅間内遺跡の第 5次本調査及び第7次確認調査である。

第5次本調査

第5次本調査の区域は，周囲の土地が削り取られているため，独立丘状になっている。当初土木工事

等を行わない予定であったため，道路拡幅部分に当たる区域のみを平成6年度に第 1次本調査の一部と

して調査し，住居跡6軒を検出した。事業計画が変更されたため調査の協議を行い，第 1次本調査の結

果からみて住居跡の分布が予想されたため，確認調査は省略し本調査を実施することにした。排土の場

内処理は困難なので，場外に排土置き場を確保することや基準点測量，駐車場などについて，組合の協

力を得た。平成13年6月1日に組合から文化財保護法第57条の 2第 1項の規定による土木工事の発掘届

（以下「土木工事の届」と略）が提出された。準備が整った 6月6日に表土剥ぎを開始した。

第7次確認調査

第7次確認調査の対象地は，当初から調査の予定があったが，梨畑として利用されているため，梨へ

の影響を考慮し調査を控えてきた。しかし，調査対象地がここだけとなり，組合の事業期間も残り少な

くなってきたため，土地所有者の意向を尊重した上で，調査に踏み切ることとした。土地所有者として

は，工事が始まる直前まで梨の収穫をしたいとの意向であり，調査は梨への影響を極力少なくする方法

を採ることとした。梨の根を傷めないよう，土地所有者・耕作者の立ち会いのもとでトレンチの設置を

行い，掘削・埋め戻しはすべて人力で行うこととした。また，乾燥を避けるため埋め戻しはできる限り

迅速に行うよう配慮した。平成13年12月14日に組合から土木工事の届が提出され，準備の整った12月17

日に調査を開始した。

2 浅間内遺跡の概要

(1) 遺跡の立地

浅間内遺跡は，市域の南部，新川の東岸に位置する。北を新川の低地から東に入る小谷に，南を入り

江状の辺田前・沖塚前低地に画された台地上に立地する。この低地は，平戸川（開削によって花見川と

繋げられ，現在は新川と呼称）の最上流地域にあって広大な面積を有する。台地上の標高は24m,..,_,26m

である。この台地上西端には浅間神社が鎮座し，地名の由来となっている。
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第 4図 浅間内遺跡の各調査地点 No.は第 1表に対応

第 1表 浅間内遺跡の発掘調査一覧表

年度 閑査名 面積（吋） 第 4図No. 主な結果 文献

平成6年度 第 1次確認調査 1.100 / ① 竪穴住居跡39軒等 市教委

IL 510 第 1次，第2次本調査へ (1996) 

第 2次確認調査 30 / 200 ② 溝 1条。本調査せず

第 3次確認調査 450 / ③ 竪穴住居跡16軒等

4. 500 第 2次第3次本調査へ

第 1次本調査 I. 000 ④ 竪穴住居跡11軒等

第 2次本誨査 1.400 ⑤ 竪穴住居跡10軒等

平成7年度 第 2次本調杏 3,000 ⑥ (2次 •3蛉柑て）竪り\:ti戎号跡51軒．古墳 I 市教委

第 3次本調査 4,300 基，方形周溝状遺構2基，土坑 281某 (1997) 

旧石器遺物集中箇所3箇所等

平成11年度 第 4次確認調査 150 / 570 ⑦ 古墳時代後期住居跡 1軒等 市教委

第 4次本調査へ (2000) 

I 

平成12年度 第 5次確認調査 94/ 1.054 ⑧ 遺構無し。本誨査せず 市教委

第 4次本調査 98 ⑨ 古墳時代後期住居跡 1軒，古墳時代 (2002) 

前期ピ ット12某

第 6次確認本調査 500 ⑩ 奈良時代住居跡 l軒，平安時代住居跡

1軒

-7-



(2) 浅間内遺跡におけるこれまでの調査

浅間内遺跡は，昭和57(1982)年度に市教委が県費補助を受けて実施した，埋蔵文化財包蔵地所在調査

において初めて認識され，縄文時代後期及び奈良•平安時代の遺物包含地として八千代市の遺跡No.204 と

して登録された（市教委1983)。

本遺跡ではこれまで辺田前土地区画整理事業に先行する調査が断続的に行われてきた。まとめると第

1表のとおりであり，多くの成果が出ている。これらは大半が未整理であるため詳しい内容を明らかに

することはできないが，旧器時代，縄文時代早期撚糸文・中期阿宝台式，弥生時代後期，古墳時代前期・

中期・後期，奈良時代，平安時代，中世，近世という各時代の遺構あるいは遺物が検出されている。

(3) 周辺の遺跡

浅間内遺跡が所在する村上地区は，遺跡密度が比較的高い地域である。国道16号線を挟んだ南東には

白筋遺跡がある。浅間内遺跡と同じ事業に先行する調査で，遺跡の南東端の斜面で平安時代住居跡1軒

が検出されている。この遺跡の範囲内に市指定史跡である根上神社古墳が所在している。部分的な調査

で周溝を確認している（市教委2002)。浅間内遺跡の東方にある公団村上団地の建設に先立って行われた

村上込ノ内遺跡の調査では，旧石器時代～近世に至る遺構・遺物が検出されている。 169軒の住居跡や24

棟の掘立柱建物跡などである。この遺跡内には村上 1号墳があり，横穴式石室の中から直刀2点，鉄鏃

100点以上などが出土した（千葉県都市公社1975)。浅間内遺跡の北方には殿内遺跡があり，古墳時代前

期・後期，奈良平安時代の住居跡が計37軒検出された。谷を隔てた北側には正覚院館跡がある。中世の

堀跡や土塁が確認されている。正覚院館跡に一部交わって持田遺跡があり，古墳時代後期の住居跡12軒

などが検出されている（市教委1995)。

この他にも，辺田前・沖塚前低地から東に延びる谷に臨む沖塚遺跡・台北側遺跡・黒沢池上遺跡・新

林遺跡・ニ重堀遺跡等縄文時代を主体とした遺跡群がある。また西方，新川を隔てた萱田町には，弥生

時代後期～古墳時代中期を中心とした集落跡である川崎山遺跡，奈良•平安時代の集落跡である上の台

遺跡がある。

3 調査の経過
(1) 第 5次本調査

第5次本調査の区域は，辺田前・沖塚前低地に臨む台地上，標高27m前後の山林である。現在は，北

側の比高約3.5m,南側の比高約15mという独立丘状になっているが，この付近は地形改変が著し<,周

囲が削平されているためで，もとは周辺の同標高の土地と地続きであったと考えられる。地名は「白筋」

であり，国道16号線で隔てられた南東の白筋遺跡の台地とつながっていた。浅間内の台地とは小谷で区

切られている。

表面採集によって土師器片などを得た。また一部に焼土が観察された。

調査期間は，平成13年6月6日~9月28日である。 6月6日~18日重機表土剥ぎ作業。重機2台で表

土の除去及び排土の処理を行い，ダンプトラックで排土を搬出する。 19日~28日遺構検出作業。 28日か

ら遺構調査を開始する。 IOD・76Dから着手する。 7月16日， 78D調査開始。 23日， 77D・79D調査開

始。 8月16日~17日， 76D~77D部分を人力で表土除去。 23日，ピット調査開始。 30日， 41の調査開始。

9月14日， 80D調査開始。一部人力で表土除去。 19日~21日， IODに旧石器調査のトレンチを設定し調

査する。 21日，溝の調査開始。 28日に現地調査を終了した。

(2) 第 7次確認調査

第7次確認調査の区域は，浅間内遺跡の中央部に当たる標高27m前後の地点である。表面採集によっ

て土師器片などを得た。
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調査期間は，平成13年12月17日～平成14年 1月25日である。調査方法は，前述したように梨畑内の調

査が主であるため，任意のトレンチを設定して掘削することとした。まず， 12月17日,..__,18日に土地所有

者に立ち会っていただきトレンチを設定した。 トレンチNo.は，これまでの調査の連番で23Tから付番し

た。南側の梨畑の西端付近から調査を着手する。 18日掘削（手掘り）開始。 20日"-'21日測量のための杭

打ち等準備。掘削，記録，埋め戻しを繰り返す。 1月23日までに南側の梨畑の23T"-'73Tの調査を終了

し， 23日"-'25日に北側の畑地の74T,北西側の75T,76T, さらに北側の梨畑の77T,78Tを調査し，

25日に埋め戻し，器材撤収まで終了した。

参考文献

財団法人千葉県都市公社(1975)『八千代市村上遺跡群 1974』

八千代市教育委員会(1983)『八千代の遺跡一千葉県八千代市埋蔵文化財包蔵地所在調査報告書ー』

八千代市教育委員会(1995)『平成6年度八千代市埋蔵文化財調査年報』

八千代市教育委員会(1996)『八千代市埋蔵文化財調査年報 平成6年度版』

八千代市教育委員会(1997)『八千代市埋蔵文化財調査年報 平成7年度版』

八千代市教育委員会(2000)『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書 平成12年度』

八千代市教育委員会(2002)「千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書 平成13年度』
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第5図 浅間内遺跡第5次本調査遺構配置図
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II 第5次本調査の遺構と遺物
第5次本調査によって検出された遺構は，竪穴住居跡6軒，墓坑 1基，炭焼窯 1基，土坑13基，溝6

条である（第 5図）。また，得られた遺物は総数3,729点である。これらを時代別に分類すると，旧石器

時代，縄文時代，弥生時代，奈良時代，平安時代，江戸時代，近現代に分けることができる。以下，時

代順に遺構と遺物を報告する。

1 旧石器時代

旧石器時代の遺物は6点である。 lOD及びlOD内に設定したトレンチから出土した 5点と， H10-44G

から出土した 1点である。

(1) 10 D及び旧石器調査トレンチ

竪穴住居跡IODの柱穴P3を掘削中，その壁から玉髄製の石刃が出土した（第7図1)。壁をやや掘りす

ぎた結果出土したもので，この出土位置はほぼ原位置を保っていると考えられた。そこでIODの調査終了

後， P3を含む部分，住居跡の約4分の 1に当たるところに約2mX2mのトレンチを設定し掘削した。

その結果，石刃出土位置と同様， AT相当層の直下の層で類台形石器（第 7図2),端部整形刃器（同

図3)が出土した（第 6図）。また出士位置はわからないが，使用痕付き剥片（同図4)が出土した。他

にIOD覆土中にも使用痕付き剥片（同図 5) があった。

石刃（第 7図1)

素材の玉髄は，茨城県久慈川中流域に大量に分布するほか，上総丘陵第四紀の砂礫層中や，茨城県内

に広く分布する第四紀の礫層中にも包含されている。

第3表に記した特徴は，下総地域における第2黒色帯上部を産出層準とする粗製石刃の特徴と矛盾し

ない。また，腹面左側縁部に細かな連続剥離痕が観察されるが，これは骨角のような硬質の対象物との

接触によるものと判断される。この部位の縁辺角は約36゚ で，硬質物の加工縁辺角としては小さすぎ，

縁辺にかかる過負荷によって細魚鱗状の側縁破砕痕が発生したのではないかと考えられる。

類台形石器（第 7図2)

素材は，中生代以前の古期岩類の珪質黒色頁岩である。この種の頁岩は関東平野周辺の山地にはどこ

でも大量にあり，また，第四紀の礫層中にも大量に包含されている。

端部整形刃器（第 7図3)

平坦打面をもつ縦長剥片の尾部を，斜めに切り取った剥片である。これはいわゆるブランティング

（刃潰し）ではなく，角度のやや浅い (50,.._,65゚ ）通常の調整剥離によるものである。 1と同様の粗製

石刃生産を背景としているものと考えられる。仮に本資料が手持ちで使用されていたとすると，切り取

り部との位置関係から左利きの人物が想定される。これは 1の連続剥離痕から推定される利き手とも一

致し興味深い。

使用痕付き剥片（第 7図4)

素材のチャートは， 2・3と出自を同じくしており，広域に分布している。

使用痕付き剥片（第 7図5)

風化の状況から，第三紀層に由来する頁岩の可能性が高いが断定はできない。腹面は不整な破砕状況

をしており，何らかの衝撃による破砕かと疑われる。

第3表①②の特徴から，盤状の石核から求心的に剥離された剥片であると考えられる。このことから
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第 2表 旧石器調査トレンチ北壁土層観察表

出層位 層界 色 腐食 土性 構遣 孔隙 かたさ 緻密度 可塑性 植物根 その他

1 Il 7,5YR4/3 褐色 含む Sil 小亜角塊状 含む 小 20 弱 細根富む~, 漸変
2 皿-1 7. 5YR4/4 褐色 含む SiCL 小亜角塊状 富む 小 19 中 細根含む~, 漸変
3 lll-2 7, 5YR4/4 褐色 含む SiCL 小亜角塊状 含む 小 21 中 細根含む

径径 01.-25~ 四赤黒褐色色スm"'17 ~, 
醤4 N 7.SYR4/4 褐色 含む s;c 小亜角塊状 含む 小 23 強 細根含む

径火む。山0径.ガ5四l黒血色灰ス色J'J7,m富
ラス—l 

判然
5 V 7.5YR4i4 褐色． 含む SiC 小亜角塊状 富む 中 25 強 細根含む 径 1-2皿黒色~JIJJ

状5/4 t加褐色雲 火径山1皿ガ橙ラ色スス,,17

＇ 
I 判然

6 VJ 75YR5/4は比褐色 あり s;c 小亜角塊状 富む 中 26 強 細根あり

径む。1径血ガ-2灰四ラ1色黒皿ス橙ス富色,色ス,む1, J'/1わ富り1

昆
＇ 

I 判然

• ー 269m ご鱈 7 W 75YR4/6 褐色 あり s;c 小亜角塊状 頗る富む 小 24 強 細根あり
径径赤褐21色--32 .. ス.. J'/7 暗黒褐色色"ス'11コ'1・1 

＇ 
I 判然

8 !Xa 7.5YR4/4 褐色 含む SiC 小亜角塊状 富む 小 23 強 細根あり 径径 21--32皿,m橙暗色褐色スJ,り7,,1.1 

く
黒色スJ'/7

3 

'" .LC I --'—• IX a • ＇ 

゜
lm 

。

~ 
第 6図 旧石器調査トレンチ平面図・土層断面図 遺物No.は第 7図のNo.と一致

第 3表 旧石器時代遺物観察表

~d~ 
こ

図遺物池h一 現り地上取げ
捐 種 遺存状態 寸法(.,)

質(量g) 
材質 色 調整，その他の特微

~ 翡形 部位 長さ幅 厚さ

7-1 100- II 石 刃 完形 50 15 ， 9.9 玉髄 乳白色
①痕11がゆ1゚観る察と＜大湾さ曲れきめるし。た③原礫背面面をに打上面下両と端すかる。ら②の打対角向剥が離121 

7-2 T.Pl・ 類石台形器 ， 完形 31 16 7 21 珪質頁岩 黒色
①のし貝台て短殻形状石め剥器の片斜（刃のあ一。る端いこのには部微類分細切な出に刃基型部石こ加器ぼ工）れ。をあ施②り打し面た粗に製接I 

7-3 T P 1-
端形部刃整器

完形 36 24 10 71 珪質頁岩 黒色
①③部平大に坦使き打用め面痕の打をが面顕も著つを残。。②置⑤剥。こ離④の角切使用がり取部12分8り゚部の緑にと極接辺角めす約てる大側30縁。° 2 

7-4 T P 1~ 
使付片用き痕剥

完形 24 19 6 21 チャート
灰黒縞色色のに ①縁形背辺の面角作右業は側縁29縁゚と下なと部極っにめ細てか小，な刃ややこ腹ぽ面れ側。②に湾この曲部し分た爪の一括

! ている

頁6

5m 

7-5 10D-33 
使片付用き痕剥

欠損か 38 43 11 21 珪質頁岩

細表化沢面をい内は白も灰面色つ漆黒のは縞色黒や色やに風光， ①対こ細向ぼ長すれ。るく剥複④剥離こ離痕の。部の打③位面底の縁が部残側辺縁角置。には②細約背か25面'な刃に

7-6 Hl0~44 ら型石 基部 24 15 5 3 泥岩
黄細る灰い色縞。が灰縦横黒色に入の

①端③定素調，の材整完曲面剥全は縦離をな長除両は剥去背面片面加す工ある，腹たると面いめは言のはと石小えも刃剥縁な。離辺い②痕部尾集に部中限〇- 1 

第 7図 旧石器時代遺物実測図

1や4等とは異なる剥片生産手法が存在していたことがわかる。また，③④のとおり，縁辺角約25゚ と

いうのは 3・4に近く，また 1の値を上限とすれば，本遺跡を形成した人々は約30°~40゚ 程度の角度

をもつ剥片を，刃器のサポートとして意図的に選抜していたことが推察される。これは本遺跡のみの傾

向ではなく，詳しく刃角の計測が行われた市原市武士遺跡各文化層においても全く同様の結果が得られ

ている（千莱県文化財センター 1996)。

(2) グリッド出土石器

調査区北西端のHl0-44Gのソフトローム上部付近から，小型石槍（第 7図6)が1点出土した。

-11-



小型石槍（第7図6)

風化のため本来の色調をうかがうことはできない。第3表③の特徴から，割り取系の石槍の仲間と見

られる。正確な帰属時期は不詳であるが，小型石槍末期の所産（石器群.E:非面取り系石槍石器群；千

葉県立房総風土記の丘2001) と考えておく。

2 縄文時代
縄文時代の遺物としては，調査区域内から中期阿玉台式の土器片などが約200点出土している。遺構

としては，土坑4基が縄文時代に属するものと判断した。いずれも覆土は褐色系の土が主体であった。

各遺構の規模等は第4表のとおりである。

(1) .・574 P 

長楕円形の凹み状遺構である。中期阿玉台式の士器小片が 1点出士した。

(2) .・578 P 

楕円形の凹み状遺構である。中期阿玉台Ia式の比較的大きな破片（第9図ー 1)が，口縁部を下に

した逆位の状態で出土した（図版 1(7))。また，付近で底部の破片が出士した（第9図ー 2)。

□ (3)・5:81・p 

長楕円形，有段の遺構である。印3Pに切られるかたちで検出された。縄文土器片1点，紛れ込みと考

えられる土師器の細片2点が出土した。

(4) 584P :~, 
長楕円形の遺構である。28Mに切られるがたちで検出された。阿玉台式土器片4点が出土し，うち2

点が接合した（第9図ー3)。

、(5) その他の遺構及び遺構外出土遺物

近現代の遺構と考えられる4.1及びその周辺， 583Pと27Mから縄文土器が出土した。 4I周辺で出

」土した土器については第47図ー7,.8に示した。 583'.Pと27Mから出土した土器は，第9図ー5;6vこ示した。

いずれも阿玉台 Ia式の範囲内と考えられる。

遺構外からは74点の縄文土器が出土した。これらのうち最も古い時期のものは早期撚糸文期前半のも

の（第9図ー7).である。井草式か。同図ー8は前期黒浜式。同図ー 9~13は阿玉台式である。

この他，土製品として，土製円盤と土器片錘がある。いずれも阿玉台式土器の再利用品である。土製

円盤の割れ口には擦ったような痕跡がある。土器片錘の17;18は糸掛け用と考えられる溝が不明瞭で，

割れ口の処理，（縁辺調整）は雑である。いわゆるI神野型土器片錘」（小笠原1997)に類似するものであ

る。

石器としては,• .SOE>の東側拡張の際，、表土付近から出土した石鏃1点である。偏平な作りの石鏃であ

る。

剥片は19点出土した。このうち頁岩と考えられるもの10点，黒曜石4点，チャート3点である。 577P

から頁岩6点，チャート1点，不明1点が出土しており，やや集中している。他にHI0-67'Gから焼けた

礫が 1点出土している。
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第4表縄文時代遺構計測表

B' 

584P 
ロ tD 

B' 

上ilii繊模 (m) li'ifii辮棒 (m)

遍構贔 深 さ

長輸 短輪 長 輸 短輪 (ml 

574P I 23 0. 72 1.06 0.45 0.13 

578P 0.60 0. 位 0.19 0.14 o.u 

581P 1.48 0.50 1.09 0.25 0.30 

584P 2. 78 L20 l. 70 0.66 0.68 

CD 
581 P 

B
`
 ．

 
A A' • 一26.7m -

＼ 

B 
•一26.7m

B' 

1m 

第5表縄文時代遺構土層観察表

色 虜貪 l土性I鑽遣 I 孔謙 1かたさ I鍾憲度 1可璽性 1 植輪榎

7.5YR4/3 褐色 含む SiC 小亜角塊状 富む 小 16 弱 鯛根あり
判

主7.5Y，4R4/4/3褐色褐色に沈 含む SIC 小亜角塊状 富む 小 19 中 編根あり

1 I --[ 7.5YR4/3.5 褐色 1含む I SiCL I小亜角塊状 I富む 1 小 I 15 I 弱 1細根含む

7.5¥'114/3 褐色 含む SiCL 亜角塊状 富む 小 22 中 細根含む
漸変

7.5YR4/4 褐色 含む SiC 小亜角塊状 含む 小 20 強 細根あり

7.5YR4/4 褐色 含む CL 小蚕角塊状 富む 小 19 中 細根~I;

明朧 17.5YR3/3.5 暗褐1富も I CL I ,1ヽ 亜角紐1含む 1 小 I 17 I 中 1-含も
色， 4/4褐色斑状

判然，
7. 5YR3/3 暗褐色I富む I CL I小亜角塊状
4/3 褐色斑状

中 l細根あり

第 8図 縄文時代遺溝実測図遺物No.は第 9図のNo.と一致
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第6表縄文土器観察表 （第 9図）

＼
 

Lこ 3
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喜` 19~ 

＂輌！諏皿 闘・11!1 部位 復元1t測値等 (o,) 色 胎土 文様 ·Ill整•その他の特徴

9-1 578P-l 深鉢 鳴・Ill薔 復元口径 188 外鵬，灰色内荻机色i誂，長E 突起押引き文，隆線

9-2 578P-2 深鉢 底部 復元底径 76 り積色，内：I色 砂粒 底面に網代痕

9-3 584P-2,3 深鉢 口縁部 復元口径 21 暗褐色 砂粒 外面に輪積み痕

9~4 584P-4 深鉢 胴部 1馳犀 砂粒 押し引き文，襲状の指頭痕

9-5, 583P-3 深鉢 口縁波頂部付近 赤褐色 砂粒，雲母 押し引き文，隆線

9-6 27M-3 深鉢 口縁部 親も，底 砂粒 押し引き文

9-7 H!0-57G 深鉢 1胴部 灰褐色 砂粒 縄文

9-8 Hl0-65G '深鉢か 胴部 1 淡灰褐色 繊維 無節縄文

9 -9 I Hl0-67G-2 深鉢か 胴部 淡褐色，灰色 緻密 押し引き文，隆線，襲状の指頭痕

9-10 H10-67G 深鉢か 底部 ，復元底径 94 外赫聡内隕も 砂粒，雲母 底面に網代痕

9-11 H10-66G -3 深鉢か 突起 淡赤褐色，灰色 雲母，長石 押し引き文し剌突，刻み

9-12 H10-55G 深鉢 胴部 淡赤褐色 ，砂粒，長石 押し引き文，隆線

9 -13 Hl0-56G -1 深鉢 底部 I復元底径 136 外役積色，内：狐罷 雲母，長石 底面ナデ

> Q -~ 
14 

C =:) I 17 c:: I 
18 

16 つ
こ

第 7表こ縄文時代土製品観察表（第 9図）

5cm 

丁〗[ご ！言言i}I芸こ： I言：こ官昆言言I至I溝;・1言1言言1瓢言三1言言三

5cm 第8表縄文時代石器観察表（第 9図）

(19のみ）
IM舅贔1-狐I四 I日 1 寸法(..) I質量 (g)I材 質I色

9-19 800 石鏃完形長さ：23.5, 位13,晨さ・2.5 0.8 頁岩灰色

第 9図 縄文時代遺物実測図
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3 弥生時代

弥生時代の遺物としては，調査区域内から後期の土器片などが約114点出土している。遺構としては，

竪穴住居跡 1軒 (80D), ピット 2基 (575P・576P)である。 575Pには壺が 1個体埋納されていた。

(1) 80 D 

切り合い 西コーナー付近が79Dによって，床面中央部が582Pによってそれぞれ壊されている。 平

面形態隅丸方形。主軸方向 N-44°-W。規模 3.2X3.6m。深さ 45cm。壁溝なし。炉なし。

おそらく 582Pによって破壊されたのであろう。ピット 2基。いずれも主柱穴ほどの規模ではない。

Plは一部582Pによって壊されている。上面径40cm,底面18X12cm, 深さ13cm。P2は出入口部のヒ°ッ

トか。上面44X32cm,底面20X12cm, 深さ9cm。床面 平坦。ソフトロームから成る。貼り床は不明瞭で

ある。壁 ほぼ垂直。ソフトロームから成る。覆土黒褐色系の土が主体。

遺物 総数145点。うち弥生土器は68点と半数に満たない。土師器・須恵器が54点混入していた。弥生

土器は甕の小片が中心であり，図化に耐え得るものは少なかった（第12図1~4)。土器以外には鉄製品

が1点，床面近くから出土した（同図 5)。穂摘み具と考えられる。他に別時代のものとして，石鏃（第

9図19),布目瓦（第49図2)各 1点が出土した。

(2) 575 P 

H10-65Gにおいて，表土除去後に土器が 1個体分まとまって埋まっていた。調査の結果，この土器は

弥生式の壺（第13図1) であり，楕円形のヒ°ットに埋納されていることがわかった。このヒ゜ットは，壺

の形状に合わせて掘られたものらしく，土器の底部から胴下半部はヒ°ットの壁に密着していた。

壺形土器は，劣化が激しいため，接合・復元は困難であった。また歪みがあるため，実測図では実測

線と復元線の両方を図示した。

(3) 576 P 

76Dに約半分を切られている。尖底気味の円形ヒ°ットであろう。弥生土器と考えられる小片1点が出土した。

(4) その他の遺構及び遺構外出土遺物

第13図2は， 29M出土の土器底部である。焼成極めて良好である。遺構外では，同図 3の櫛描き波状

文の土器片や， 4の口唇部に刻みのある甕の破片などが確認された。

4 奈良時代

竪穴住居跡lOD,77D, 79Dが，奈良時代に属すると考えられる。

(1) 10 D 

カマドを含む北側の一部は，平成6年度に調査した。但し，その時は「DlO」と呼称した。本住居跡

調査の主たる部分は今回の調査区域に属するので，学術報告上の必要性から今回の報告にカマド部分も

含めて図示した。なお，今回の調査時には平成6年度調査区域が工事されずに残っていたので， lODの
調査写真には平成6年度に調査した部分も含めて撮影することができた。

本住居跡からは，上下2枚の床面が検出された。古い住居の床を埋め，壁を拡張し，柱を移動し，さら
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第9表 80D土層観察表

贔 層界 色 廣貪 土性 懺遣 孔朧 かたさ 織轡慶 可聾性 纏轡楓 その傭

1-1 7祝.5YR3/3黒褐疇色褐色 富む L 小亜角塊状 あり 小～中 蕊 弱 主繍瓢楓含鶴む 埋 D-J.1D,I含む

明膿
1-2 T3/.S3YR4/暗褐2色灰褐色 富む し 小亜角塊状 あり 小 25 弱 主細根根含富むむ 径焼土1-粒2子a黄、色炭わ化物り1,

漸
11-l 7.5YRll/3暗褐色 富む L 小亜角墳状 含む 小 23 弱 細根含む 握焼土1-2粒子m賞．色炭x化m物. 

~ 明
n-2 7.5Y氾/3 暗褐色 富む SICL 小亜角壇状 富む 小 19 中 織根含む 燐士含む

1 7色.5～Y疇R3褐凡色5 黒褐 富む SiCL 小亜角塊 富む 小 19 中 細根含む 径Ion黄色わ町

2 7.5Y匹 2黒褐色 富む SiC!. 小亜角塊状 富む 小 19 中 細根富む 径ら，1-2炭化,.黄材色片XJ'/Tlヽ

3 7.5YR4/4 褐色 含む S!CL 小亜角煽状 含む 小 20 中 11l1根富む

4 74/.45YR3/3褐色 鼈褐色 富む SiCL 小亜角塊状 含む 小 20 中 岬畠心 燒C(土少粒量子， 炭化材片

582P 7色.～5Y褐紐色5/3 晴褐 富盆 CL 小亜角塊状 富む 小 18 中 主細根根富含むむ 径9均1伽質•以に下含のむ... ,,, 
-1 

呵 7暗.5Y褐色R3.～5/3.褐色3/3 富む CL 屑小粒華状角～塊状 含む；；り
o-,Jヽft"'~ 中 網根富む 節節叫;.-.001-, .. 1,, ,噸1. 

B
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第11表 575 P土層観察表
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第10図 80D実測図

遺物No.は第12図のNo.と一致

第T1J表 575P、576P計測表

:~~ 
・-26.9m 

0.33 

そ の 他

0.28 I深さは壺の上蝙から計測

o.:r, I約半分が壊されている

A' 

A' 

8
 

第12表 576 P土層観察表

:;~Iご I:ビ：1:1 か：さ 1·~·1:l!tl:::

h 層界 色 廣禽 土性 構遣 孔隙 かたさ 縁讐麿 a可璽怯 鶴 槙

I 7体.5，Y3R/4/33翡褐飲色沈主 含む SiCL 小亜角塊状 含む 小 !6 弱，し 細根含む

一判
2 7体..5Yl!44//34褐褐色色此b主 含む SiCl、小亜角塊状 富む 小 16 弱～中 細根あり

一明朦
3 体1.5YR.44/4/3褐褐色色主 含む SiCL 小亜角携状 ＇富む 小 15 中 細根含む

ー明瞭
4 7体., 5YR44//34褐褐色色主 含む SiCL 小亜角填状 含む 小 18 弱 細根畠む

第11図 弥生時代ピット実測図 遺物No.は第13図のNo.と一致

-16-



に]

第13表 80D出土遺物観察表

瓢囁贔 輯叫 闘・IHI 創立 復元計濶値電（叩） 色

12-1 SOQ-10,11 甕 鵬骨埠 復元胴部最大径 26 n, 闊も内；囀t

12-2 800-14 甕か底部 復元底径 7 外：馘龍，内：翡色

1た 3 SOD-20 甕か底部 復元底径 7 外：翡脆内：qg 

fa-4 80D-9 甕か口縁部 復元口径 16.6 黒褐色

生
竺
紅
一
紐
一
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碩醐紬雌l

炉， ミ討

艤鳴埠屯

閂 攀 頂
J
4

I ,,-,.,. 
I 

第14表 BOD出土鉄製品観察表

＇馳葺 1-1闘・11111計瀾値(.,) IU<ol I 特微攀

12-5 80D-16 肱 潤 紐：46, 駐：18.fさ：l 5 穿孔2箇所。穂摘み具 ↑
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0 5cm 

11 I I 

第12図 80D出土遺物実測図
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0 5cm 
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第15表 弥生時代遺物観察表

゜
10cm 

(1のみ）

2止竺K
13-11575P"l 

三胃詈ー 淡橙褐色

暗褐色 田-g面藝
]第13図 弥生時代遺物実測図

にカマドの位置を西から北に移したらしい。新しい住居跡をlOD-A,古い方を10D-Bとして報告する。

10D-A 

切り合い 西側の一部が27Mによって壊されているが，床面までは達していない。平面形態方形。主軸

方向 N-8.5°-E,規模一辺4.9m。深さ 34~60cm。壁溝幅12~38cm,深さ7~15cmoカマド部分で

途切れる。カマド 北壁中央に存在。火床あり。煙道の張り出しは弱く，壁の線から外へ28cm。主柱穴

1".'-'P 4が主柱穴と考えられる。 Plの上面72X64cm,底面28X20cm,深さ46cm。深さ28cmにテラス状の段あ

P2の上面54X45cm,底面径18cm,深さ54cm。P3の上面66X48cm,底面28X22cm,

p
 

り。 深さ48cm。P4の

-17-



上面67X64cm,底面32X20cm,深さ60cm。深さ30cmにテラスあり。その他のピット P5は出入口部のピ ット

か。上面44X27cm,底面27Xl3cm,深さ25cm。床面 全体的に硬化し，土間状の凹凸がある。特に主柱

穴に囲まれた部分が硬い。壁 ソフトローム～ハードローム。垂直。覆土褐色系の土が主体。

lOD-B 

平面形態方形と推定。主軸方向 W-7.0°-N。規模一辺4.0mと推定。深さ 48,....,68cm。壁溝東

壁～南壁の一部に存在。幅25cm。カマド 西壁中央付近に窪みがあり，焼けた痕跡が認められ，砂を含んだ粘

土，焼土，炭化材片が散布していた。カマドの痕跡と判断。炉住居中央部に上面40X20cm,底面30X6cmの窪

みを検出。 P6としたが，上端が焼けており，炉の痕跡か。主柱穴 AのP1,--..,p4と同じか。 B検出に伴い，

P 1,--..,p 4を再検討したところ， P1・P 3が大きく掘り広がった。 Pl・P3・P4の底面には段差があり，柱

を移動した痕跡と考えられる。その他のピット P7は出入口部のヒ°ットか。上面20Xl8cm,底面10X5cm。P

8は，上面径28cm,底面20Xl4cm,深さ4cmの明瞭な窪み。床面土間状。

遺物 A・Bの総数166点。土師器・須恵器が152点， 99%を占める。ほとんどがAに属する。図版に耐え得

るものがほとんど無く，土師器甕3点，須恵器甕1点，坪1点を図示した。坪には線刻が認められる。また，

鉄製品が2点出土しているが，いずれも27Mと交わる所からの出土であるため， lODに伴うものとは限らない。

(2) 77D 

切り合い 北側が76Dによって，西側が30M・31Mによってそれぞれ壊されており，全体の2分の 1程度の

床面と壁，柱穴，カマドの痕跡等が残っている。平面形態方形。主軸方向 W-19°-N。規模残存部

2.8X3.5m。推定規模は4.4X4.3m。深さ ・60cm。壁溝幅16~30cm,深さ6cm。カマド 西壁中央に存在し

たらしいが， 30Mによって破壊され，火床の痕跡のみが残る。主柱穴 Pl~P4が主柱穴と考えられる。 P

1の上面58X50cm,底面26X23cm,深さ73cm。深さ66cmのところにテラス状の段がある。 P2の上面66X60cm,

底面26X20cm,深さ78cm。Plと同様深さ66cmのところにテラスがある。 P3の上面61X58cm,底面22X20cm,

深さ69cm。P4の上面径38cm,底面25X20cm,深さ65cm。P4は76D内で検出。 76Dの貼床に覆われ， 76Dの

P3・Pllに切られる。その他のピット P5は出入口部のヒ゜ットか。上面52X40cm,底径14cm,深さ42cm。

覆土上に硬化面が残っていた。 P6の上面50X40cm,底面15X7cm,深さ10cmで凹み状。覆土に焼土ブロック・

焼土粒子・炭化材片を含む。床面 ローム主体。中央部に硬化面が広がる。壁残存部は垂直。覆土褐色

土・暗褐色土が主体。 77Dの存在に気付くのが遅れたため，セクションベルトの設定がうまくいかなかった。

このため，覆土について図示できなかった。

遺物 総数255点。うち241点が土師器・須恵器であった。本遺構においても図版に耐え得る遺物は少なかっ

た。土師器甕6点，坪1点，須恵器坪3点を図示した。

(3) 79 D 

切り合い 中央部などを30M・31Mによって壊される。 80Dを切る。平面形態方形。主軸方向 w-

14°-N。規模 3.60X3.76m。深さ 40~46cm。壁溝東半のみに存在。幅14~30cm,深さ4cm。カマド

西壁中央に存在。袖の内面は焼けて赤色化している。煙道の張り出しは，壁の線よりも外へ66cm出ている。

ピット 3基確認したが，いずれも主柱穴ほどの規模ではない。 Plは出入口部のヒ°ットか。上面径26cm,

底径12cm,深さ30cmの円筒状。 P2は上面径24cm,底面20X12cm,深さ30cm。P3は上面径24cm,底面15

X8cm, 深さ10cm。床面 30Mに大きく壊されている。平坦。ロームと褐色土が主体。硬化面はカマド前面

と， Pl周辺～住居中央付近に認められる。壁残存部は垂直。覆土褐色土が主体。

遺物 総数99点と少なく，図版に耐え得るものも少なかった。須恵器のみを図示した。

-18-
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第16表 10D士層観察表 (A-A') 

油 I 色 特徴

11暗褐色土 I黄色スコリア多量含む

五~1{:二；；ごご＇：竺竺~~
4 褐色土 11-3に比べしまり強。 o-1,oーム1,ガ，黄色スコ

リア多量含む。

D' 

第17表 10D土層観察表 (B-B', C-C') 

油層界 色 腐食 土性 構造 孔隙

5 73./53YR暗4/褐3色,4混/4じり褐合色う 含富む～む Sil 小亜角塊状 富む

6 7.5YR4/4. 4/6褐色 含む SiL 小亜角塊状 含む
—判然
7 73./52YR黒3/褐3色暗褐斑色，状 富む SiL 小亜角塊状 含む

＇ 
明瞭

8 75YR4/3, 4/4褐色 含む SiCL 小亜角塊状 含む

＇ 
漸， 7.5YR4/3. 4/4褐色 含む Sil 小亜角塊状 含む

＇ 
判然

10 7.5YR4/3, 4/4, 4/6 含む SiC 
屑小粒亜角状～塊状

含む
褐色

11 7. 5YR4/3, 4/4, 4/6 含富む～む SiL 亜角塊状 含む
褐色 3/3 暗褐色

12 75./54YR6邸/69褐,橙色色， あり L 小亜角塊状 あり

明瞭

←1―3 , 1明瞭
7.5YR6/6. 橙色 なし L 亜角塊状 あり

14 15YR4/4 褐色 含む SiL 小亜角塊状 含む

＇ 漸変
15 7.5YR4/4 褐色 含む SiL 小亜角塊状 富む

16 7.5YR4/3 褐色 含む SiCL 小亜角塊状 含む

＇ 漸変
17 75YR4/3. 4/4褐色 含む SiCL 小亜角塊状 含む

!Bi 7 5YR4/3, 4/4, 4/6 含む SiC 
屑小粒亜状角塊～状

含む
褐色

19 75YR4/4, 4/3褐色 含む SiCL 亜角塊状 富む

聾ユ

かたさ 緻密度 可塑性

小 19 弱

小 18 弱

小 18 弱

小 17 中

小 16 弱

o-小 15 中

小 20 弱

中 21 弱

小 23 弱

小 19 

゜小 22 

゜小 17 中

小 16 中

o-小 13 強

小 25 中

第14図 10D-A実測図 遺物No.は第17図のNo.と一致
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植物根 その他

主細根根富あむり 径含む1 cm□ームプロガ多量

細根富む

細根含む

細根富む 径3cmロームプロサ

細根富む 径1cmロームプロサ

細根含む ,-ム混じり。壁溝覆
土

細根含む 径3cmDームプロサ

細根含む カマドの一部

細根あり 粘土•砂・焼土

細根含む

細根あり

主細根根富あむり
径1cmロームプロサ紺ら

細根含む

細根富む

細根含む
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第15図 10D-Aカマド実測図

0 50cm 

I I I 

第18表 10D-Aカマド土層観察表

ffi 

~ 色 特徴

20 灰褐色土 ＇褐色土を主とし，粘土が混じる

21 灰白色粘士 暗褐色土．焼けた粘士1,,りが混じる

22 灰褐色士暗 褐色土を主とし，粘土が少量混じる

23 灰白色粘土 2た1粘よ土りがも混さらじにる粘土量が多くなる。褐色土， 焼け

24 暗黄褐色土 粘士が微量混じる

25 褐色土粘土，焼土，灰が混じり合う

26 褐色土 粘土．焼土が少量混じる

27 赤褐色土 焼土，焼土1,,クを主とする。粘土が混じる

28 淡赤褐色土，褐帯色び土る。と粘下土面がに混火床じがり合あいる全。体に焼けて赤色味を

可 戸

主ニプ
2
 

2m 

第16図 lOD-8実測図
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0 5cm 

I I I 
第20表 10D出土鉄製品観察表

0 5cm 

I I I 
第19表 10D出土遺物観察表

訊揖,~I 鶉記lfll, I ffl湿 I蝉 I 観TTL蒻(o)

17-I [45 I土蒻甕 I口縁部

［三I三I且1::::s
色

橙褐色

胎土 I Ill整•その他の特徴
長石砂粒 i口縁端部へのつまみ上げ顕著

麺へう奴'),内iiに液艶・翡猜舵着

＂身'!叫111111•膨 I 虞(,)

17-6 I 65 , 釘状 長さ・45,屠：6.5. 厚さ：2.5 

It (g) 

1.3 

＂い顧 I細かい砂粒 1内面ユ褐色物質付着

灰色 1緻密 外：11詐，内：当て腹，翡吋り恥諏

11-1 I 94 I板状 I長さ ,50.5,,,25.5. 屈さ：4 I 11.4 11← 5 I一括 頃蒻杯 I 口』選鮒近 I~さ3,復譴 12,転紐 sI灰色 砂粒， 雲母 I口9,,体息下11¥j屑り， 外1,翻

第17図 10D出土遺物実測図
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2m 
B 
, -26.Sm 

B' 

第21表 77Dカマド土層観察表

"'' 
， 

色 廣食 土伍 構造 ； 孔隙 ：かたさ l緻密度 I可塑性； 植物根 ： その他

カマドの痕跡の断面
I ISYR4/4, 沢赤褐色， 含む ，L I小亜角塊状 富む ： 小 ， 17 : 弱～中＇細根含む 記主位。t.1,,?,II! 炉

12,5YR4/6 赤褐色 ； ， ' ' ' ' ' : '吐珈

C 
・-26.Sm 

c・ 第22表 77DP2土層観察表

｀層界， 色 ， 廣食 土性， 構遣 ， 孔隙 ！かたさ］緻密度 1可塑性 1 植物根 その他

2, 7.5YR謬暗褐色，＇富む- I S1C I屑粒状- ' 含む ，o-小 I 8 強 細根含む ＇下層は特に脆い
413, 4/4褐色 ， 含む I 1•Jヽ亜角塊状 I ' 

ビ明瞭 I I I ' I ' I ; 柱痕
3' 75YR4/3. 4/4褐色！ 含む 1s,c , 小亜角塊状＇ 富む ， 小 ' 20 I 強 ＇細根あり ，貼床c ローム主体

_j判然 I I I I I 'I  17.5YR4/4 褐色 『 含む SiC, 屑粒状～ 含む I O~•Jヽ 15 強 細根含む
l小亜角塊状 I: I I ''I  :'i  

5 7.5YR3/3 暗褐色， 1 富むI 1s,c '屑粒状～ ＇ 含む ， o-小， 17 I 強 ＇細根あり 1 
' 4/4褐色 I I小亜角塊状， ＇ ’ ビu ,''→ , ｛，  
9 』 7.5YR4/4 褐色 含む ls,c I屑粒状：なし 0 I 4 強 ！細根あり 径 5cmのローム1ロガ

P2土層断面 50cm 

し 1 」

第18図 77D実測図 遺物No.は第19図• 第20図のNo.と一致

'"'1' 
\II—~ 
―,， 二三: 戸‘

10cm 

第19図 77D出土遺物実測図(1)
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5
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第23表 77D出土遺物観察表

周9狐 h 珈汎 1111・ 靱 部位 転廿羅難(.) 色 胎土 輝整・ その他の特徴

19-1 2 揖局甕 ロ佑酎覇 転哨18.6,Iii靡場燻177 外猿も，詑，翡も，内薗灰脆，掲色 碗，鵡包"17 外ザ， へう扉り後ミガキ内ナ和亀岱改馘か

19-2 16.35 土蒻甕 暉濯上g 復元口径 217 外戟色，簾能， 内薗脆，韻色仮脆 砂粒，雲母 外奸， へう削lり 内：ナデ

20-3 1. 32 埠吾甕 鳴員j固 ，復元口径 20 外：鵡色，馳，寇色！砂， 内：伍褐色 砂粒，雲母 外潅ザ，へう!Iり 内ザ

20-4 4,6 士軽甕 直項屈 ＇復元口径 214 橙褐色 悔， ,j硯 外息ザ， へ;111り 内へうザ。肖鵡隕

20-5 88,89. 土輯甕 瀾4綿 復元口径 20 外羨舵，褐色，戟色 内：灰脆，講色 砂粒 外債抒，へうIIり 内ナテ

90,91 

20-6 62. 53. 55. I 謹土蘭 l!f患～鵡 復元底径 186 灰褐色，淡褐色 砂粒，雲母 外復ミ料 内ザ， 9勤。禎潤

63, 64. 107 

20-7 45.44. 土躇杯 2/3強 転暉13.腿 6, 為さ3.8 外褐色・没，翡翡も色，財渇色翡色 内灰脆，粒 勧I雌 外,;周り， ミガキ 顧：樟難 杓ミガキ

49 

20-8 66 臆唇好 屈囁（懃）遥 転哨11,衡雌 66, 篇さ 灰白色 砂粒，雲母 oれ/口oをり,9雌して下再釈1して升いIりる， 顧 へう削り， Oil! 倉l
2.4 

20-9 78.83,85 冦糾 暉～翡 臼 15.2.庫径 9.2,>さ 4叶灰色，灰黒色 賊翡 I口,,,外休酎歎う測り，緬遺Iり，内lltf

20-10 103 憤蒻況紐 謎径 7.4 青灰色、 直螂碩（骰） ロり口， 緬へう肖り 雌蕩

~.~ ジ~

10cm 

第20図 77D出土遺物実測図(2)

5 平安時代

竪穴住居跡76Dと78D,士坑572P,577P, 579Pが，平安時代に属すると考えられる。

(1) 76 D 

本住居跡からは， lODと同様，上下2枚の床面が検出された。古い住居の床を埋め，壁を拡張し，さ

らにカマドの位置を西から北に移したらしい。また，古い住居には柱穴の位置にピットが存在したが，

新しい住居に柱穴は無かった。新しい住居跡を76D-A, 古い方を76D-Bとして報告する。
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第24表 79D土層観察表

A
》

e 

池＇層界 色 腐食 土性 構造 孔隙 かたさ 緻密度 可塑性 植物根 その他

l 7 5YR4/3 褐色 含む L 小亜角塊状 含む 小 19 弱 主根含む 径 1-2mm黄色スコ1)7
細根富む

明瞭
2 75YR3/3 暗褐色 含む L 小亜角塊状 富む 小 19 中 細根含む

明瞭
3 74./54Y褐R3/色3 暗褐色， 富盆

SiCL 小亜角塊状 富む 小 16 中 細根富む ,-ム混じり。崩落土

-----i, 1 判然
7 5YR4/3, 4/4 褐色 含む SiCL 小亜角塊状 富む 小 21 中 細根含む口6 漸変 75YR4/3, 4/4 褐色 含む CL 小亜角塊状； 富む 小 20 中 i細根富む 径 5mm黄色砂）7

,7.5YR4/3 褐色 ： 含む SL 小亜角塊状 含む 小 17 弱 細根含む りを多く含む。 忙軒

7 壁溝覆土
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第25表 79Dカマド土層観察表

油層界 色 腐食 土性 構遣 孔隙 かたさ 緻密度 可墨性 植物根 その他

8 7.5YR4/3 褐色 含む L 小亜角塊状 含む 小 17 弱～中 細根含む 焼土少量

ー一漸変， 5YR4/4 に加赤褐色 含む SL 屑賊-,1競獣 含む O~小 20 弱 細根含む 径2cmのl.±101,紺ら

10 5YR3/4 暗赤渇色 富む L 小亜角塊状 含む 小 17 弱～中 細根あり 焼土多量

11 他判然と SYRS/6 明赤褐色 なし CL 
屑小粒亜状角～塊状

富む o-小 15 中
細主根根含富むむ

12 他と
52Y.R54Y/R65/8赤,褐明色赤褐色

なし L 
屑小粒亜角状～塊状

含む 0~小 15 弱 細根富む 焼土土70と径2-3cmの焼
明瞭 ’’ 

13 5YR3/4 暗赤褐色 富む L 熊炉l唖請れ 含む O~小 12 弱～中 細根含む

1叶明瞭 75YR4/3 褐色 含む L 屑粒状 なし

゜
12 弱 なし ロームプロガ

15 52.Y5RY4R/33 /6 <ぶ暗い赤赤褐褐色色、 あり SL I亜角塊状 富む 小 22 弱 細根あり

＇ 
明瞭

屑粒状 i なし16 75YR4/4 褐色 含む SL 

゜
16 

゜
なし

明瞭
17, 25YR5/8, 明赤褐色 なし SL 小亜角塊状 含む ,jヽ 21 弱 細根あり

判然
O~小, 16 18 

52Y.5RY4/R56/8赤,褐明赤色褐色
なし LS 

屑小粒亜状角塊～状
なし

゜
細根あり 内壁の焼けた部分

19 他判然と 7.5YR5/6 明褐色 なし SL 亜角塊状 含む 小 23 弱 細根あり

20 他明瞭と 5YR3/4 暗赤褐色 富む L 小亜角塊状 含む 小 16 弱 細根あり 基盤の土。焼土粒子

21 全掘時に掘り広がった部分

2
 

3
 

支乙
10cm 

第26表 79D出土遺物観察表

厨庫諏皿 11111•蹄 蜘： I 9社譜蒻(m) I 色 I胎土 i圃整•その他の特徴

23-1 12 I鴫暉 喝難 I口径 111 I底碑，販（鱚） ~'I 屡屈，託， 'r，1唸 i□J□, 眉抒，鑓。蹄農か

23-2 1 i麒蒻甕 町 ID[llill斑 306.l@l!l最烙 47 淡灰褐色 I ； 1 外：鴫ザ．嗚甘 内阻仔。飴--

23-3 23,19 i須輯甕 胴上部 lll,il腱疇 284 I外：緑馳翡色内輝鰈色 I赤嗚色スコ，}7, 長,,喜!I外 叩き目

23-4 21.24 ! 須軽坪 も鳴1～1認3 ：I 託面さ鳴4.121. 8. 既 7. 5. 1灰色，灰褐色 ＇小石粒 1ザロク□,外輝冷ぅ勘，緬道1り，内
20.25 I 

23-5 一括ぽ襄杯 底部 1復元底径 6.4 1淡褐色 I緻密 I口,,.外I釘恥ぅ開り

第23図 79D出土遺物実測図
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76D-A 

切り合い 西側の一部が30M・31Mによって壊されている。逆に77D,576Pを切っている。平面形態方

形。主軸方向 N-10°-E。規模東西3.6X南北4.0m。深さ 35~40cm。壁溝幅20~35cm,深さ10cm。

カマド部分で途切れる。カマド 北壁中央に存在。粘土量が多く，特に東側に大きくに広がっている。煙道

の張り出しは壁の線よりも54cm外に出る。ピット 4基がAに属するものと判断した。いずれも主柱穴ほど

の規模ではないが， P1・P 3の掘り込みは比較的深い。そのP1・P 3はカマドの反対側に並ぶ。 Plは上

面径30cm,底径10cm,深さ57cm。P3は上面径33cm,底面14X8cm,深さ46cm。77DのP4と交わる。西壁の

壁溝内にpgとPIOが並ぶ。 pgは上面25X22cm,底面4X2cm,深さ19cm。PIOは上面径21cm,底面10X7cm,

深さ19c皿床面 暗褐色土主体で，カマド構築材と同じ粘土と砂が含まれていた。硬化面は住居東半に認め

られる。壁残存部は垂直。覆土上部は暗褐色系の土が主体を占め，床面直上には第24図土層断面の4・5

のように焼土と炭化材が主体となる土が堆積していた。炭化材の出土状況は第29図に示した。

76D-B 

平面形態方形と推定。主軸方向 W-11°-N。規模東西3.0X南北3.4m。深さ 47~50cm。壁溝

幅12~30cm,深さ10cm。新旧両カマド部分と北西部分で途切れる。カマド 西壁中央に存在。径lmの円形

の窪みがあり，砂まじりの粘土や焼土，炭化材片，ロームブロックなどが認められたので，カマドの痕跡と判

断した。主柱穴 P4~P7が主柱穴の位置にある。但し，いずれも浅いものや底径の小さいものばかりで

ある。 P4の上面44X36cm,底面20X16cm,深さ17cm。PSの上面径35cm,底面20Xl3cm,深さ17cm。P6

の上面径30cm,底面10X7cm,深さ34cm。P7の上面径44cm,底径7cm,深さ65cm。その他のピット PSの

上面30X28cm,底面8X6cm,深さ13cm。出入口に伴うヒ°ットか。 Pllの上面径35cm,底径10cm,深さ22cm。77

DのP4と交わる。床面 貼床が認められる。掘り方は深いところで25cmである。頗る硬い硬化面が住

居中央に広がる。

遺物 A・B合わせて総数1,806点と，今回の調査遺構の中で最も遺物量が多い。出土状況は第28図に示し

たように，破片化した遺物が住居内に散らばっていたらしい。土師器の坪と甕が主体を成す。土師器の坪に墨

書が 3点認められた ~32図46,47,48)。土師器の皿が出現している（第33図52~55)。甑は須恵器が主体であ

る。他に手捏ね土器 ~36図83), 鎌・刀子・釘等の鉄製品（同図74~82),砥石（同図84・85),軽石（同図

86), 礫（同図87)が出土した。砥石は，きめの細かい石材 (84) とやや粗い石材 (85)であり，前者が仕上

げ用，後者が荒砥かもしれない。軽石も砥石として使用された可能性が高いが，小片のため擦痕は明瞭でない。

礫は，重みのある石で一部欠けている。この他，図示しなかったが，雲母片岩と見られる板状の脆い石が東壁

近くで出土した。

(2) 78 D 

切り合い東側が部分的に29M・32Mによって壊されている。平面形態方形。主軸方向 W-34°-N。

規模 3.10X3.20m。深さ 21-32cm。カマド 北西壁中央に存在。焼けて赤色化し硬化した部分が多く認

められ，特に天井部が橋状に残っており良好なものであった。またカマド内に東海系須恵器の甕の大破片（第

41図15)が出土した。煙道の張り出しは弱く，壁の線より外へ17cm。ピット いずれも貼床調査時に検出した。

Plの上面42X39ctn,底径10cm,深さ30cm。P2は上面37X28cm,底面20X14cm,深さ10cm。床面 ソフト

ローム面。住居中央部に硬化面が広がる。貼床は認められるが，深さ3cm程度。壁 ソフトローム。垂直。

覆土 暗褐色・褐色系の土が主体。床面直上に焼土・炭化材を多量に含む層があった。

遺物 総数243点。土師器の甕・坪・高台付皿の他，前述した東海系の須恵器などが出土した。また，柄の

木質が残った刀子，荒砥と仕上げ用のセットで出土した砥石．モモの種と見られる炭化種子などがある。炭化
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第27表 76D土層観察表

ぬ層界 色 廣貪 土性 構遣 孔陣 かたさ 織密度 可塑性 植物根 その値

1 7.5YR3/J 暗褐色 富む L 小亜角塊状 富む 小 19 弱
網主根根富あむり 11鰤-29印心年m1.,,皿,子

一明瞭
2 74/.52Y隕R3/35/躙4屯懸 富含む～む L 小亜角塊状 富む 小 20 弱 細根あり 焼カ土マ粒ド子からの粘土，

一漸変
3 74./25Y灰R5/褐4色はい褐色． 含む L 小亜角填状 富む 小 22 弱 細根含む 砂カ主マ体ドか。焼ら土の粘粒土子， 

一明瞭
4 25.Y5RY3/R43/6暗赤赤褐褐色色 含富む～む CL 小亜ヽ•角填状 含む 小． 19 中 細根含む 焼土主体。炭化材

5 4の中の特に炭化材がある部分

6 73./53YR暗4/褐3色褐色 含む富～む SiCL 小亜角塊状 富む 小 19 弱 細根含む 焼土粒子

7 75./45YR4ば/3い褐褐色色， 含む CL 小亜角填状 富む 小 21 弱 細根含む 粘土，焼土粒子

8 7.5YR4/3 褐色 含む CL 小亜角塊状 含む 小 18 中 細根含む 焼土まばら
—判然， 7.5YR4/3 褐色 含む SiCL 小亜角塊状 富む 小 20 中 細根含む 焼土粒子
一判然
10 7.5YR4/3, 4/4褐色 含む SiL 小亜角塊状 含む 小 18 弱 細根含む ローム混じり

＇ 判然
11 7.5YR4/3, 4/4褐色 含む SiL 小亜角塊状 富む 小 17 弱～中 細根含む A帽謂±.,H,11!舒

12 体7.5，Y4R/34/3褐色暗褐色主 富む SiL 亜角境状 富む 小 25 弱～中 細根あり 焼粘土土粒，子砂， 炭化材片

' 明瞭
13 57Y.R53Y/R34/4暗赤褐褐色色． 富盆

LiC 小亜角塊状 富む 小 20 中 細根含む 焼炭土化粒材子片，， 燐粘土土1，,a-A ガ，

14 7.5YR3/3 暗褐色 富む SiC 小亜角墳状 含む 小 22 強 細根含む 星1cmのa-ム1a,りまUら
， 明瞭
15 74/.53Y, R34//34 褐翡色も晨じり合う 富盆

SiCL 小亜角塊状 富む 小～中 23 中 細根含む Aの貼り床の土

16 他明瞭と 7.5YR3/4 暗褐色 富む SiCL 小亜角塊状 含む 小 21 中 細根含む 焼土粒子

17 明瞭 7.5YR4/3 褐色 含む SiC 
層小粒亜状角塊～状

含む o-小 16 中 細根含む Bじのり壁溝覆土,,-ム混

18 73./53YR3/暗2褐色黒褐色， 富む s;c 小亜角塊状 富む 小 15-18 強 細根含む
細息7或T。●c-.B鳴1帷,吐,/, 駈舒，

第28表 76D-Aカマド土層観察表

油層界 色 腐食 土性 1 構遣 孔輝 かたさ 織密度 可襲性 植物楓 その他

19 7.5YR5/4心褐色 あり L 亜角塊状 富む 小 22 弱 細根含む 砂混じり粘土主体

＇ 
明瞭

20 2.5YR4/6 赤褐色 含む L 瓢 4寧 含む O~小 13 o-弱 細根含む 焼土1,,,

＇ 
明瞭

21 5YR4/4'品9赤褐色 含む CL 疇→頚載 含む o-小 ， 弱～中 細根含む 血 m.尻埠片

＇ 
明瞭

22 57Y.5R3Y/R35/3暗屯赤褐褐色色 富む CL 屑粒状 なし

゜
12 中 細根含む 焼片土粒子， 灰，炭化材

＇ 
明瞭

23 5YR3/4 暗赤褐色 富む CL 膚粒状 なし

゜
， 中 細根含む 焼土粒子

＇ 
漸変

膚粒状24 5YR4/4はし、赤褐色 含む CL なし

゜
12 中 細根含む 駐貯n.ロー.1,,?

25 7.5YR5/4 tlt¥褐色 あり L '亜角填状 富む 小 22 弱 細根含む 砂混じり粘土

＇ 
明瞭

26 75./54YR4吐/3褐褐色色， 含む L 亜角塊状 含む 小 19 弱 細根含む 粘土盪じり

27 判然 5YR3/4 暗赤褐色 富む L 小亜角塊状 含む 小 15 中 細根含む 焼土．粘土，ローム

28 I 47/.53Y褐R5/色4 <加褐色 あり L 小亜角塊状 含む 小 24 弱 細根あり 砂土謳粒子じり粘土主体。焼

， 明瞭
L ＇ i,Jヽ亜角塊状29 72..S5YYRRS4//46 ~ 赤褐褐色色． あり 含む 小 17 弱 細根あり 28の焼けた部分

i 

30 判然 7.5YR6/4に加橙色 なし LiC 小亜角塊状 含む 小 25 中 細根あり 281り慎飩駐。紀灌子

31 75./54YR4屯/3!11褐色色． （少）
含む LiC 小亜角塊状 含む 小 18 中 細根含む 虻駈直，子＊， 虻1町,.殷樅

種子の類似資料は，市内の井戸向遺跡D067号遺構に「バラ科の種子」の出土例がある（千葉県文化財センター

1987)。また，千葉市山田水呑遺跡では炭化種子9点がモモの果核とされている。本遺跡の資料に見られる破

損部と同様のものが山田水呑例にも見られ，それはアカネズミがかじった痕跡と分析されている（山内1977)。

(3) 572 P 

平面形態は不整形。土師器の小片が 1点出土した。

(4) 577 P 

平面形態は長楕円形。凹み状の土坑である。遺物は，銅鏃1点（第43図），土師器片6点，陶器片1点，チャー

トや安山岩等の剥片8点等が出土した。土師器の中には体部下端ヘラ削りが施された坪の底部破片がある。

(5) 579 P 

平面形態は楕円形で，底面に小ヒ°ットがある。遺物は，縄文土器片5点，土師器片 8点，陶器片 1点

が出土した。
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第蹄表 76 D-Bカマド痕跡土層観察表

池層界 色 廣 土性 構造 孔輝 かたさ 緻密度 可塑性 植物根 その他

32 7.5YR4/3 褐色 含む L 小亜角塊状 含む 小 23 弱 細根含む 血虻軒：け噴

＇ 
漸変

L II 亜角塊状33 
74明./53赤Y褐褐R5/色色4， に汎2,褐5Y色R5，/6 

あり 富む 小 I 23 弱 細根含む 粘カ土マ，ド残焼骸土。砂混じり

明瞭
34 7.5YR4/3,4/4 褐色 含む L 小亜角塊状 含む 小 21 弱 細根含む 焼士粒子多量

35 I , 7.5YR4/3 褐色 含む L 亜角塊状 富む 小 21 弱 細根含む 針り，肝馘，Cl債樹士1的,.'ーム1,,

明瞭
36 52 YR54Y/R45/は69赤明褐赤色褐色

含む CL 
屑小粒亜状角～塊状

なし o-小 14 弱～中 細根含む 焼土主体

37 7. 5)R4/3 褐色 含む SiL 亜角塊状 富む 小 21 弱 細根含む 粘土．焼土粒子

＇ 明瞭
38 7.5YR4/4 褐色 含む CL 小亜角塊状 含む 小 24 弱～中，細根含む 焼土，砂混じり粘土

明瞭
39 7 5YR4/3 褐色 含む CL 轍 4我載 なし o-小 17 中 細根含む 焼土粒子，炭化材片
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第30表 76D出土遺物観察表(1)

顕-II贔 腹れ 翡・11!1 部位 国謂書(o) 色 胎土 謂整•その他の特徴

30-1 705.680 土闘甕 叫鵬 転暉192,田皿233 外：暉，託脆，内賠輯，難底I騨，親臥,,nj外庄， ,rnり，内仔。カマド内I土

30-2 38,438 洟喜甕 喝員埠 復元口径 22 橙褐色．褐色 砂粒 外肘子．恥ぅ削り． 内If

30-3 23.106.202,424 虹 □11-'Rllll口 196 外猿も，内羨脆，翡も 細砂，雲母 外ザ，へう附， 内抒

30-4 110 揖§甕 鳴項着 復元口径 20 外息褐色，請馳脆，隕も、内親色，養脆，詑，柑色 騨，親包''}1 外ザ，へ渭り， !, ナテ

30-5 676 損善甕 暉暑瀑 復元口径 19.6 外；淡褐色，内灰褐色 細砂多， 19 外11t,、"勒，内ザ。 2'郎

30-6 244,862 埠喜甕 噂項埠 鰤 21,I@! 皿20.2] 外；鵬庇，＂舵紐，〖馳 砂粒，雲母 外眉ザ，へう胄り， 内：ナf

30-7 589,703,711 輝 1□11-!ll劃復元口径 21 外鵡色．胞．尻1色．内鵡色．輯色．徳 1砂粒 外：恥渭り， 内：tテ。カマド内I士

30-8 556,363 土蒻甕 鳴骨揖 復元口径 19.2 橙褐色 積包''}7 尉デ，妖おり。斌蘇。 556はカマド内If

30-9 85~ は輯甕 鳴項喜 復元口径 20 外複脆，罷鵡色，内：翡色尻駐 騨．謁似J'J7 外•内抒，へう罷り。紐あり，こ対域か

30-10 238 士闘甕 噂～讃i 復元口径 18 外猿&,隕鞄内翡色，庇 蒻，翡柘ザ

30-11 822 埠苔甕 ロ縁 復元口径 157 外：履脆，馳戦色，内載も 細砂 外酎テ，へう罰り， 内ザ，ミ料

30~12 710,694,699 1撞醜I口縁 復元口径 142 暗褐色 ヽ 細砂 ザ。 カマ防I士

30-13 618,620, 温器 温～ 胴口径部最13大.径7, 外韻罷諒総脆，内讀色赫艶齢 細砂 外ザ・'う勘． 内ザ。カマ陪1±.1m

701.744 13.5 カマド外

30-14 604.633 囁棟 口縁 復元口径 13 外難槌， sJ詑，赫罷 細砂 外眉ザ， 内：ミガキ

30-15 725 士蒻 9漬 鴻項葛 復元口径 12.2 外：輯&,罷，内：韻色，＂ I帥，謁包mjuザ，へう動、,11tデ，へう闇り隻仔。 カマ陪蘭士

30-16 渚 揖居樟 Dli-W 復元口径 12 外灰褐色，翡g,内：灰も，駐 細砂 外尉う測り， 内：ナf

¥
、
¥

LdLd "--- I戸
20 

二

＼―ーニご
21 

＼こ
22 

10cm 

第31表 76D出土遺物観察表(2)

IM艤 現岨止蒻 111•1111 部位 復注翡薯（関） 色 胎土 調整• その他の特徴

31-17 595.490 渾甕 底部 底径 9.2 外翡色馳雌色内翡色，翡色 細砂 外；へ渭り，揖（こ嬬訳統う）， 内ナデ

31-18 863 土蒻甕 底部 復元底径 9 外橙褐色，内淡褐色 細砂 外へう蘭り急ミガキ， 内ナデ

31-19 308 土蒻甕 底部 復元底径 8 外：褐色，橙褐色，内灰褐色 齢，澤 外へう開り， 内ザ

31-20 480 土藉甕 底部 復元底径 8 外暗褐色，内淡褐色，褐色 砂粒，雲母 外債へう渭り． 内．抒， 籍へう訊り

31-21 592 士翡甕 底部 復元底径 8 外．暗褐色，内赤褐色 砂粒 外椙へう!Iり， 内ザ， 顧へう前1り

31-22 24 埠渇甕 底部 復元底径 7 外：灰褐色、内淡褐色 蒻樵色スコ，J7 外へう!Iり，内ザ，緬芍!Iり

31-23 724 ±II甕 底部 復元底径 7 暗褐色，黒褐色 騨，親似,,1了 外へうミガキ， 杓ザ， 緬：へう勘

31-24 624 揖暑甕 既（敦） 復元底径 66 外暗褐色．内掲色．暗褐色 細砂 外,;削1り． 内へj削り羹ナデ． 屈蘊へう胄り

31-25 61.76.445 j土扉蒻 底部 底径 6,2 外猿色，後親色，内：難色 細砂 外：へぅ勒， 内：I¥う開り俊ザ， 顧：へう精り

31-26 333 士醒甕 底部 底径 6 外褐色，橙褐色、内淡赤褐色 細砂 外へう勘． 内ザ． 践へう前1り

31-27 669 土II囀 台部 底径 87 外息脆， 内(Ill!灰息色，緯農褐色脆） 細砂 nクロ， 繕。鵡係

31-28 48. 1s.101. 2so I土蒻直 嗚 1U園1転嘩24,紐扉駄名2061 外総鰈，尻艶，内藪底庫，絹~I 細砂 外11-/f,,う勒， 内11-/f。痣約

第31図 76D出土遺物実測図(.2)
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第33図 76D出土遺物実測図(4)

第32表 76D出土遺物観察表(3)

鵬筆 鵬m 暑•Ill 部位 翫阻囀(o) 色 胎土 膿蔓•その他の特微

32-29 464 珊杯 1/2 転噂1~6. 転軽 8.責さA.9 り：艶，難．難・内：馳0醒囀） 瓢輯似l'/7 ,1,, 外：闘l/tlm."'ミ9牛，願：ザ
32-30 745 埠暑杯 1/2 転環 15,駈緯7.4.114.7 淡橙褐色 眺輯舷9り7.顧,日：^（懸う勤疇）．外：闘渭へう動．内ミ9キ．

32-31 25 鳴杯 1/5 翫Dll14.&妬羅 7.員さ4.8 り頃脆，内：厖も 雲母細片 I口Jo,り•謂滑＼瘍，"-'うミ粁，緬"う酌

32-32 612 鳴杯 略完形 翫Dl!14.6,腿1.6,敲 4 り：難色艶 11,馳（隕艶腱） 翡鵡J'/1 D/D, 外：膳'ft>-ぅ懃， h滋キ， 組j,tf

32-33 390,293 螂 1/31 国 14.4.転腿 8.貢さ4.6 月：蒻艶~,艶（隋駐細 細砂― ., .. り酎．内：ミ9中

32-34 0糾4a.1,糾a441.,6I4圏8,682I~ 認 哺14.l謡7.9,駐4.6 淡褐色
砂雲粒母細，片

籍叶,員. 外・鵜9罰． 内．ミ9屯 緬.llli

32-35 693 ir 1/3 旺鳴14.2,転輝 8.敲3.8 淡褐色 細砂 .暉,,加.Eり仙：lt叫庫r.↓a9 :ltr. 顧，ザ。蒲及
ぇ

32-36 

59,94, 4~ 69,470,507 
転 14.腿 8.説44 佑悶魯皿 砂雲母小片

綿gク,りぃ.りぅ：蒻tf清勺"・ 内：ミ糾． 顧・馘
246018.,234681, , 

"』

泣ー37 547 這杯 直1/躇 復元口径 14 淡褐色 細砂．雲母 ,,,. 外：尉テ］鶉勤鵡．内：ミ9キ

32-38 417403 ,229. 翌 1/2員 転 13.8,転腿 7,.砧4.3 灰褐色．淡褐色 細砂,, 加f 輝，：~瞬'射渭，り輝濁渭転竹逍い

32-39 440049 ,337, ~II 1/3 街暉 13,妬鯉 7.沿&9 淡褐色． 闘，籟似Jl/7 ,渭1,り, ~ 消訂恥9酌；内濯仔，、輝,,

32-40 423 環杯 1/4眉 転濯12.8,転雌 7,青さ3.4 灰褐色，淡褐色 籟似m ,, ロ，ザ

32-41 292,289, f 2/3直 鳴12.9.11116.9.恥 4 淡褐色淡橙褐色 鼠輯包m aり?饉ロ，且外：鵜駐腑下駅奮9罰， ~=tテ， 緬：翫紺！
290 

32-42 207, 2:16, 岬 1/2眉 翫鳴12.7.翫縫66.責さ4.2 淡褐色 鰤．輯紅m ＂ ,1,. 外：蒻；*'・"'履ミ紺．輝綺り
379 

32-43 3砥 361 圏 1/31 転環12.2,転麒6.7,船3.3 外：暗褐色内：褐色 砂粒- ., .. り：幅ぅ動．内：ザ．頗'~囀

32-44 764 鳴杯 1/2晨 転Dll12, Ill 6. 青さ 4 淡褐色，褐色 雲母細片 .,~ 月：鵜ぅ動，内：ザ，願：へう観

32-45 797 鳴杯 1/6眉 翫鳴 12,伍腿 6.責13.8 り：観劇：難-~難請 醜謂釦11 ., .. り；鵜隕へぅ酌

32-46 660115 ,439, r 霜 駐鳴13.7,llll6.4, 貰さ3.6 淡橙褐色 鵬輯似"17観,,,.外闘：「牒長下」駅9動， ~, ザ，緬：綺り隻

32-47 662 珊杯 口縁 復元口径 14 淡橙褐色 細砂 ,,,, 外：尉f,内：ミ＃キ.llfO」（胴か）

32-48 666 遺杯 1/2 底径 8,残存高 3.2 淡褐色 鵡包1'11 ロり,。,.輝り：lltf」暉."i ・ザ， 騒i縞り見,;冒

33-49 284 墳杯 底部 底径7.4 淡褐色 細砂~：
厖a/ia,,! 蚤外,;11：1/fり, 帽渭勺舅り』り；ミ9令，

33-50 601 鳴杯 底部 細 8,誌 2.3 外濃色内：韻難韻 緻密 D/D, 外：ザ，閥ffl-¥m.~,, 料

33-51 758323,,358845 , 埠翻 2/3 臼 13. 腿 6.責さ3.9 外内 淡淡褐褐色色 灰色，
鵬輯似,,1了 外勘：へぅ罰， ~,lff, 直鴎べ，懃か。鰭i

33-52 136 士靡皿 底部 底径 6 橙褐色
細黒砂色粒．子 ,：,瞬,、；外りり：1，1J1t1籠『X;j1り， " 'うミ料， 1li 

33一邸 581 ±蒻齢潤 1/3 転0!!14,転腿7.8.責さ2.1 外：韻色囀も内：韻馳薮脆 雲母 吋..外：射.!, ミ9キ。 加F柚砒

33-54 675 ±闘螂 底部 底径 6.8 淡褐色 細砂 ,,,. 内：ミ討． 厖：ザ

33-55 141.142 
土釉祖師l器

底部 底径 8 淡褐色，黒色 騨，輯似3り1 ,,,. ~, ミ討． 顧：ザ

-32-
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第33表 76D出土遺物観察表'4-)

鵬噌軸 直ml 欄•Ill 紐 翫旧麟(o) 色 胎土 躙整•その籠の特微

34-56 553 I寵'甕 噂ー" 復元口径 30 褐色 細砂，雲母 外：庄．関且内ミn.1111行

34-57 759.594 jffll 庫 li111 復元口径 24 暗褐色，黒褐色 雲母．砂粒 ロクロ， 齢鳴 lltf 

34-58 ass I躙甕 底部 底径 15.I 外囀色内：艶，鵜色 砂粒 外：,;; り．内：ザ.Iii,; 飢l

34-59 s24,e2a I鑓謹 底部 復元底径 18 黒褐色 賊螂J'/7,襲 | 外へ渭り＇ミ 9キ，内：ナテ

34-60 6653l~272982 , I 寵羅
鵬叶嶋 復元底径 24 り罷：闘蝕uも罷顧．艶：翡，t内：囀t讀色 細砂 り：剛且恥う動．内行．願：へ渭り

34-61 20a I璽甕 底面 復元底径 9.茄LI:. ~, 繭色罷内：親色嚇鵬 砂粒，雲母 ~: ミ討，顧：血鰤『X」

34-62 aaa I鑓喜甕 m翡 復元底径 15.6 ＇罷麒色疇色内：翡も負罷 砂粒 I外：日籍，へう勁，内：ザ，罐，1111.緬：皿

34-63 s5s •• 1s. 7I6輝9,7讀91靡“ 復復元元底胴部径最17大径 24, 赤褐色褐色，暗褐色 繊繕包J'l7 外,,月，へう懃， 内：ザ， 厖；ザ
695,704. 

＼
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第34表 76D出土遺物観察表(5)

馳 .口皿 I•·翻 翻位 翫謂(o) 色 胎土 ●菫•その他の特微

35-64 
1151ふ2.8m1.6. 96I日甑

口縁～ 復元口径 31 色外：馳脆，輯輯色馳暉輯帽色 内：艶翡 緻密 外；ザ..雑・'清り．ミ9中， ~, ナデ．ミ9中
胴下部

35-65 732,21, 104鑓覇 ~I 亭血 復元口径 29.6 讀鵬請 蒻輯包m 吟D, ~ 酎;,日1月，縮，内：射テ

35-66 824,1451-酎... 躙 復元底径 12 り・観，隕色囀色内艶，翡色 鵬輯9り1外・鰤ぅ腑． 内．射デ

35-67 661,87,95籠譴 訂蒻 復元底径 14 外：讀色脆罷，内：翡色翡t 1111. 輯包m 外阻月，へう胄り，ミIキ， 内：店，ミ9キ

35-68 843 11111甑 底部 復元底径 15 外麻脆，;,載g 翼雑位子 外凹蒻，恥う勤， ＂ザ

35-69 41s I鴫甑 底面 淡褐色 細砂 外・ヘラ削り．線刻．内 ナデ

第35図 76D出土遺物実測図(6)
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こー/.~□／ 
第35表 76D出土遺物観察表(6)

瓢量 llllll/l,lll•III I 輝位 翫阻闘c., 色

36-70 I 532 I曰杯ピ-1臼 14,珂 8, 四 .91外鴫，罷直暉

36-71 371 日杯鳴躙li 転濃13.転腿8. 懃 4 灰白色

0 5cm 

I I I 

36-72 I 392 I日ヤ I底径 7

36-73 199 鑓喜杯底部小片復元底径 5.6

外：馳詭，紐， 内：冦!,胞

灰色
虞

亡
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第36表 76D出土鉄製品観察表

瓢囀贔 鵬記暉 騒糧 tt測櫨(,.) 質量 (g) その他

36-74 311 鎌 長さ：49.5. 潤長さ：130.I 25,Jさ2.5 30. 7 

36-75 193,194刀子 長さ：112, 贖属さ：117,1,8, • さ：2 9.1 

36-76 196 刀子 長さ：44. 5, 刃騒さ：34, lli:9, IJさ：3 2.5 

36-77 332 刀子 長さ：59, 1,5, 'さ：1.5 2.9 茎部

36-78 一括 刀子か 長さ：77, 謄贔：77』：13. 5. 駐：3 11.9 両刃状

36-79 195 釘 長さ：35. 5, 麻：4X4 15 

36-80 310 釘 長~3!:t. 5, 緬：(X4 2.3 

36-81 369 釘 長さ27.5. Iii 3,3 1 

36-82 406 釘 長さ直）：40, 30, 願：3X3 2.5 屈曲

83 

第37表 76D出土土製品観察表

5cm I瓢囀贔 I瓢皿I繕糧 I輝位I tt漏値 (o,)

I I I 
色 胎土 Iその他

36-63 I 126 I手捏ね土器 I2/3 I Dll,6.1. 謡：5.4. 駐：3.11淡褐色．淡赤褐色．灰色 I砂粒 I亀裂あり

5cm 

(86Q)み）

第38表 76D出土石製品観察表

1, 一fflllfli暮種 計瀾値(=) '質量 (g)!その他

36-84 1 401 砥石：長さ：5.2, i,4.1. 駐：2 54 仕上用か

36-85 一括 i砥石長さ：6.4, 1,3,4, f!,1.7 47.8 I荒砥か

36-86・647 軽石.2.6 X2.5 X2 ' 3.2 , 砥石か

36-87 i嘩 1111 : 8.2 X6.6 X4.5 I 249.6 j一部欠

0 5cm 

I I I 

第36図 76D出土遺物実測図⑦
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第39表 78D土層観察表

池層界 色 腐食 土性 構造 孔隙 かたさ 緻密度 可塑性 植物根 その他

1 7,5YR3/3 暗褐色， 富む L 小亜角塊状 富む 小 20 

゜
細根富む 焼土，炭化物：(! ばら

ー一明瞭
小： 19 2 7 5YR4/3, 4/4褐色 含む CL 小亜角塊状 富む 弱 細根含む 口ーム混じり

ト—— 明瞭
3 5YR3/2 暗赤褐色 富む L 小亜角塊状 含む 小 19 

゜
細根含む 焼土・炭化材多量

ト一 明瞭
4 鯰7.~5Y.R64//63 艶脆と3/3覗 富含む～む L 小亜角塊状 含む 小 20 弱 細根あり 粘螂土罰と砂てし9主る体。

＇ 
判然

5 76./56YR橙4/色3 褐色主体 含む L 小亜角塊状 富む 小 17 弱 細根あり 焼土にじむ

力
6 4と鴨 7,5YR4/3 褐色怜輯 含む CL 小亜角塊状 富む 小 17 弱 細根あり 焼土粒子まばら

7 判5然と 馳T5YR45//43に員ふ1色喝，色5/6 月 含む I」 小亜角塊状 富む 小 16 弱 細根あり 焼ま土ば粒ら子・ 10サ マ

8 5YR4/3に加赤褐色 含む L 慰訛拝角麒 含む o-小 I 16 弱 細根含む 焼土．灰まじり
明瞭， 

73ゅ.5YR3暗12褐色黒褐色． 富む CL 小亜角塊状 含む 小
’~ ~ I9 ~ 弱～中 細根含む 焼土まじり ド

明瞭
. ~ 

10 7.5YR4/5 褐色 含む CL 覇殷，I唖角麒 富む o~小 J6 弱～中 細根富む 焼土粒子

11 7.oYR4/3.4/4褐色 含む CL 小亜角塊状 含む 小 16 弱 細根含む 焼土粒子

29M 7.5YR4/3 褐色 含む Sil 屑糀～か醗獣 あり o-小I1s 

゜
細根富む

D 
• - 26,9m 

D' 

12 

第40表 78Dカマドそで土層観察表

池 色 腐食 土性 構遺 孔隙 かたさ 緻密度 可塑性 植物根 その他

12 2.5YR4/6 赤褐色 含む L 小亜角塊状 富む 小 14 弱 細根含む 焼けて硬化

l3 275 .. Y55RY3Y/RR636//66暗暗橙赤赤色褐褐，色色
富む L 小亜角塊状 含む 小 21 弱 細根含む

14 72 .55YYRR33//36 暗暗褐赤色褐色
富む CL 小亜角塊状 含む 小 16 弱 細根含む

15 15.Y5R3Y/R66/6暗橙赤色褐，色 あり CL 小亜角塊状 含む 小 19 弱 細根含む

16 73./53YR6暗/6褐橙色色， あり CL 小亜角塊状 富む 小（籟す 21 弱～中 細根含む 砂混じり粘土
ると大）

17 47./52YR6灰/6褐橙色色． 含む L 小亜角塊状 富む 小 17 弱 細根含む

18 76/.56YR4/橙4,色褐色 含む SiL 小亜角塊状 含む 小 15 弱 細根含む 焼分土的粒に粘子。土部

19 7.5YR3/4 暗褐色 富む SIL 小亜角塊状 富む 小 21 弱～中 細根含む 鮎貯。勤~'柑土

20 72.55YYRR33//26 黒暗褐赤色褐色
富む SL 熊炉l戟麒 なし o~,1ヽ 6 弱 細根含む 焼土，炭化物

21 7.5YR4/3,4/4 褐色 含む SiL 小亜角塊状 含む 小 16 弱～中 細根含む 焼土粒子

2m 

第37図 78D実測図

0 

D
 

lm 

第38図 78Dカマド実測図
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第39図 78D出土遺物分布図

11 
＼ 

10cm 

第40図 78D出土遺物実測図(1)
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第41表 78D出土遺物観察表(1)

瓢置 翡駈靡 謂•鬱 輝位 駐躙欝(o) 色 馳土 ●整•その他の特微

40-1 贔81. 閉 口胴縁～部 転Dll20,lill糧1.1119.4 籠囀t載色鵡t艶 細砂．雲母 外•m喝鵬.町llti'田.鵬隙懃噂うI! 内；鳴暑,109 

40-2 93 士闘甕 m麟 血堪16.9.輝 7.6 鵬馳輝 細砂 外羅勺肩t内：11/f, 緬：へぅ動．駐れ

40-3 2,3 鳴甕 m鵡 底径 7,6 外：囀も鮒，＂：輯も讀 細砂 り：難へぅ眉り．内：紺f,llii='う割．血

40-4 83 墳甕 底部 底径 6,6 外鵜色隕色内：暉 細砂 外：載；舅!,内：ザ， 緬：へう割り

40-5 92 士闘杯 1/2員 転埠18.6.転鰤.6.敲6.3 外：羅，難.a,1111'!. 罷 鰤，襲柑 ロ,.. 外：集訂鰍ぅ勤．顧抒．月：ミ9キ

40-6 7l11,67,a8120 0 翌 略完形 噂15.3,鄭．駐4.6 外：闘し艶息龍~,麟8 細砂 ,,,.~, 鵜ぅ酌'Iii函ぅ憫り

40-7 5534..455 9,52 tr 3/4 Olll4.9. 輝7.7. J! 4.3 1,11!.III!, 化輯も馴 細砂 Dミ1ffD, り：鵜ぅ腑．緬：園鯖鼠内：

40-8 21 嗚杯 略完形 Dll13.5. 謡7.2. ~!4.2 外：罷，囀色麒色，内潅脆翡色 雲母小片 ., .. り：闘渭勺鵬顧：藁紐り

40-9 126.125, 臣 2/3直 翫Dlll3.5,lll5.6,敲4.3 黒色，褐色 緻密 ,ザ,,。.外2躙：帽此；罰， 顧：へう動． 内：9
127.128. 
129 

40-10 56 遺細引 1/21 転暉l~ 珂 7.4.駁3.2 淡橙褐色．褐色 雲母小片 吟口，顧：國鵬置，内：ザ

40-11 103 環饂I底部 底 6.8 淡褐色 雲母小片 nクロ，緬：國綿り鼠内：ミ9キ

40-12 22 渾細且 1年 復元底径 4.6 ~, 闘色内：詭 籟似3り7 D/D, 底國鯖璽，内ミ9キ

(200)み）

第41図 78D出土遺物実測図(2)
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第42表 78D出土遺物観察表(2)

鵬囀劇輝叫 I霧・1111 I 蜘 | 団疇(o)

::=::I;; こl_iぷ1:;二：0;,:1:3 

色

暗褐色黒褐色

輯色馳請馳

灰色．灰褐色 言ザ直
第43表 78D出土鉄製品観察表

筆`1-111111 叶瀾値(..) I質量c,,I その他
41-17 51 刀子長!,165,渾駐：100, 眉：8 .• さ,2 18.4 柄の木質が残存

第44表 78D出土石製品観察表

41-16 I 1a2 I鵜喜杯 I鳴輝 I伍噂14.4,転饉7.8,駐3.Bj灰褐色 ~~l::1:1::: り予:~::::.51 質；.:・'I三：用
第45表 78D出土炭化物観察表

572 P 

B
 

A
 

①
 

瓢-•111W翡 I - I ft瀾値(..) I質量 (g)

41-20 T7 炭化種子長さ：21. "18. Jさ：13 1.6 

B' 

B B' 
• 一26.9m

I• !~ 一・..>___/

第46表 572 P・577 P・579 P計測表

577 P i t,:J 

B
 

・1

27.0m 

量

<> 

A 

-@-{D 

上面規模 Cm) 輝担模 Cm)

遺構珈 深さ

長軸 短 軸 長 軸 短 軸 (m) 

572P 0.90 0. ほ 0.71 0.43- 0.24 

0.87 0. 70 

577P 2.03 1.25 1.90 1.14 0.20 

S/9P 2.86 2.33 0.30 0.28 0. 78 

かE,ト1.04

A 
・-27.0m 

579 P 
.• 
,
 

g
 

、門

~to 
A' 

1
・
B
 

lm 

(572P・577P) 

第42図 572 P・577 P・579 P実測図

第48表 577 P出土銅鏃観察表

図地1-i匹 Itt瀾鑢,..) I質量 (g)

43 I 2 銅鏃，長さ：24, Ul, 駐：4 I 2 

0 5cm 

I I I 

第43図 577 P出土銅鏃実測図

A 

<Il 
I 

工・

A' 

比層界 色 廣貪土性 構遣 孔隙かたさ織密度可璽性植鞠根 その他

572P 

1 7.5YR4/3 褐色 含む SiCL 小亜角塊状 富む 小 14 中 細根富む 靭虻軒I~碩ら''17, 
， 漸
2 7.5YR4/3 褐色 含む SiCL 小亜角塊状 富む 小 15 中 細根含む 112-3■ 碩叙,,1了

＇ 判然
3 7.5YR4/3.4/4 褐色 含む SiC 小亜角塊状 含む 小 16 強 細根あり ローム混じり

5 7 7 P 

l 7.5YR3/3 暗褐色 富む SiCL 小亜角塊状 含む 小 21 中 細根含む

＇ 明瞭
2 7体.5，YR43//33褐色暗褐斑状色主 富む Si CL 小亜角塊状 富む 小 20 中 細根含む

土器片あり

＇ 漸変
3 74./54Y褐R4/色3斑褐状色主体 含む SiCL 小亜角塊状 含む 小 19 中 細根含む

5 7 9 P 

1 73./53YR3/暗2褐黒色褐色． 富む SiC 亜角塊状 富む 小 15 強 細根含む IIら。星如I疇 J'9)了り7ご'11（ まU

2 74. /54Y褐R3/色3 暗褐色． 唸； SiC 亜角塊状 含む 小 17 強 細根含む 登ii1疇-2.. 印,qr血,,1了。

3 7.5YR3/3 暗褐色 富む SiC 小亜角塊状 含む 小 15 強 細根含む 租l如 3り1

4 7.5YR4/3, 4/4褐色 含む SiC 小亜角塊状 含む 小 18 強 細根富む

5 7.5YR4/3 褐色 含む SiC 小亜角塊状 含む 小 16 強 細根富む 但1-2函釦J'/7。

6 7.5YR4/4. 4/6褐色 含む SiC 罵 -,1,軌載 含む O~小 12 強 細根富む a-!1aガ混じり
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6 近世

(1) 582 P 

平面形態は上部が方形．底部がいびつな楕円形である。 80Dを切る。底面近くから，人骨（おそらく 1

体分）と寛永通宝6枚（第45図1~6)が出土した。江戸時代の墓坑である。六道銭の組合せから， 17世

紀後半と考えられる（鈴木1999)。他に釘らしい鉄製品（第45図7)が出土した。棺の部品であろうか。

7 その他の遺構・遺物

以上の他，遺構としては，近現代のものと見られる炭焼き窯 (4I)や土坑，溝がある。いずれも遺構

プランが明瞭であり，他の遺構を破壊して作られている場合が多い。

(1) 4 I 

既に表土除去の前から，地表面に焼土が見えていた。表土除去後の精査で，3.5Xl.7mの焼土範囲を検出。

調査の結果，円形タライ状の燃焼施設，煙出し，土坑から成る炭焼き窯の跡と判明した。

切り合い 27Mの覆土中に構築されている。規模 燃焼施設は外径1.7X2. ⑯ m, 内径l.3Xl.6m。内壁の

高さ33cm。土坑部は長軸1.9m。煙出し 燃焼部北側にある。底面が掘り窪められ，そこから直径12cmの横穴，

さらに直径8cmの竪坑となり地表に達する。竪坑部の壁には粘土が貼られている。内壁は黒色で，コークス

状の物質が付着していた。燃焼施設 南に出入口，北に煙出しをもっ，円形のタライ状の竪穴である。竪穴の

壁・底面に砂を含む粘土を貼り付けて構築。その壁材の土に接する部分は黄色味を帯びた粘土であるが，大

部分は赤色化して煉瓦状に硬くなっており，内壁側は壁・底面とも黒色である。燃焼施設内には，焼土・炭化

物の他，瓦の破片や大型の素焼き土器片，壁材の破片があった。土坑部 燃焼施設の南，出入口の前面にある。

炭化材の破片が多数出土。底面に直径32cmの円形の凹みが伴う。この付近で火打ち石が出土した。

同様の形態の炭焼き窯は，成田市の木の根No.5遺跡で調査されている。浅間内例よりも規模が大きく，燃

焼施設の直径は2.47X2.33mである。第 2 次世界大戦直後の昭和21~23年頃のみ使用されたものとのことで

ある（千葉県文化財センター1981)。

遺物 93点出土した。瓦片（第47図1,2)や泥面子（同図3),火打ち石（同図6),鉄製品（同図4,5)がこの遺構

の所属時期に近いものであろう。瓦は廃物利用であろう。泥面子は球形で，ビー玉を模したものだろうか。鉄

製品の用途は不明。図示しなかったが，他に厚さ1.2cm,胎土に小石や雲母を含む赤褐色の素焼土器片がある。

いずれも近現代のものと判断される。他に縄文土器や土師器，須恵器片が含まれていた。 4I周辺から出土

した縄文土器を図示した（第47図7,8)。

(2) 573 P 

平面形態は方形。 581Pを切る。遺物は縄文土器，弥生士器，土師器等の破片が6点出土した。

(3) 580 P 

平面形態は長楕円形，凹み状の土坑。覆土が573Pのものと似ている。遺物は，土師器片，須恵器片各1点。

(4) 583 P 

平面形態は方形。 573Pに似る。遺物は，縄文土器片が3点出土した。 1点は第9図5に示した。

(5) 27M・28M 

両溝は，平行するように台地上縁辺部に存在。 27MはlODを切り， 4Iに切られる。 28Mは584Pを切る。

(6) 29M 

583P付近から南へ向かい， 78Dを切り90゚ 西へ屈曲して，西端は27Mに直角に接するような状態である。

⑦ 30M・31M・32M 
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銅銭

A 
・ー26.7m

A' 

＼
 

A' 

4
 

胃。
ぃ 7 第50表 582 P出土遺物観察表

0 4cm 6 
I I I 

0 lm 

I I I 
第49表 582 P計測表

上i!ii規模 (m) 底i!ii規模 (m)-lh~ 短軸 1長軸 1短ー一ご

臥』傷9 籾記収 雑種 計測値(,.) 質量 (g) その他

45-1 I 銅銭 雌 25,稚 6,.Iさ14 3.6 寛永通宝，文銭

45-2 銅銭 輯 24,礁 5,; さ12 35 寛永通宝，古寛永

45-3 銅銭 罪 24,I程6,厚さ 2 41 寛永通宝，古寛永

45-4 I 銅銭 難 24.揺 55.脱15 3.4 寛永通宝

45-5 銅銭 罷：25. 猜 4 6、厚さ1 7 46 寛永通宝，文銭

45-6 銅銭 罷 25.揺 6,厚さ1 4 37 寛永通宝，古寛永

45-7 一括 釘 長さ25. .Iii暦4x4 12 木質付着

582P I 1.50 I 1.40 I 0.68 I 0.60 I 1.70 第45図 582 P出土遺物実測図

第44図 582 P実測図
銅銭以外のドットは人骨を示す

g ． 

第51表 4 I層観察表

油 色 特 徴

I: 褐色土 焼土，炭粒混じり。しまりよい

2 褐色土 焼土，壁材をまばらに含む。

3 赤褐色土 焼土，壁材を主体とする

4 黒色土 焼けて黒色になった面

5 橙色士 壁材

6 紫色土 崩落した壁材

7 橙色土 レンガ状の塊

8 褐色土 粘士混じり

g 褐色土 粘士混じり。プロソク状

JO 暗赤褐色土

11 黒色土 コークス状物質

l広［ 赤褐色土 焼土主体

叫褐色土 炭粒混じり

14 黒褐色土 炭粒，炭化材混しり

15 暗褐色土 焼土，炭粒混じり
~ ~ 

16 褐色土 ! 
17 灰褐色土 粘土

18 褐色土 ロ←ムにじむ

19 褐色土 :21M覆士

20 褐色士 ロームにじむ

8 
にー⑥

-8 

A' 

J 
A' 

B 

• 一27.lm

B' 

2m 

第46図 4 I実測図 遺物No.は第47図のNo.と一致
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ミ

0 5cm 

I I I 
(3-8) 

第52表 4 I出土遺物観察表

0 10cm 

I I I 
(1, 2) 

ミニニニニニコ

し二lJ,

届珈 l霙叩 l 種類 ！ 計測値 (om) I 色 胎土

47-1 I 74,76 j 瓦 ！長径 26, 厚さ L8 I外，黒灰色，内 灰色，光沢§致密
''-

47-2 i 75,Hl0-56G I 瓦 ！長径 27. 厚さ 2 』外黄褐色，内．灰色，光応緻密小石粒 i刻印あり

47-3 , 38 泥面子 球径 1.6-1.7 '淡褐色 ：緻密 ，一部欠損，ビー玉形

I 47-7 , 33.12.13 縄文土器深鉢胴部最大径 11.8 外：赤褐色，内：黒灰色 i砂粒 ＇輪積痕，襄状指頭痕I 

47-8'4  縄文土器深鉢底部＇復元底径 10.2 外：赤褐色，内，褐色 細砂 ナデ，ミガキ

第47図 4 I出土遺物実測図

573 P ＼〕 580 P 

uG¥ 

:4 ロ,-, 

り―-0Q 

巴愕バご〗
~6 

第53表 4 I出土鉄製品観察表

靡恥 i紺叫＇ 計測値(.,) '質量 (g)I 

47-4 I 30 ! 長さ：31. 信；20.5. 目さ：4 18.l 

47-5 I 32 i長さ37, 陪18, Iさ1, I ,., 

第54表 4 I出士石製品観察表

国難I諏 m)器種 I ttAIJ値(,,)__ ! 質量 c,11材口
47-6 55 : 火打石 長さ.15, 且23.厚さ 17, 6.4 ! 石英

583 P 

A A' 

A 
•- 26.9m 

A' 

B
 

ー

芦

Om

A 

に
ー

i tJj 

I • tJj 
、A I ,tJj 

•- 27.0m 

CD 

A' 

A 

｀ 第48図 573 P・580 P・583 P実測図

A' 

A' 
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第55表 573 P・580 P・583 P計測表

上面規模 (ml 底面規模 Cm)

遺構蜘． ，，，さ

長軸 短軸 長軸 短軸 (m) 

573P 115 109 0.99 0.94 033 

580P 139 0.60 106 0.41 0.18 

583P 104 0.91 0.82 0.81 0.35 

第56表 573 P・580 P土層観察表

色 I腐食 I土性 1 構造 i孔隙 Iかたさ）緻密度 I可塑性 I植物根 I その他

7.5YR3/4 暗褐色主体 I富む 1s,c I小亜角塊状！含む 1 小 I 15 I 中 I細根含む l程1-2,熊芯'17
4/3褐色

T.5YR4/3 褐色主体 I含む
4/4褐色、

SiC I小亜角塊状 I富む I ,1、I 1s 中 I細根含む I径2-3,熊,m

7,5YR4/3 褐色 ！含む ISiし 1小亜角塊状 I含む I 小 I 22 

7,5YR4/3 褐色
3/3 暗褐色

含む-]SiL I 
， 

小亜角塊状 I含む I 小 I 20 
富む

弱 1細根含も 1月唸磨乳!I!ら。

弱 細根あり径1-2,責包m

7. 5YR4/3, 4/4褐色 I含む ISiCLI小亜角塊状 I含む I 小 I 20 I 中 I細根含む

41 全掘時に掘り広かった部分

冒3~ ノ＇ 

5cm 

0 5cm 

L 1 ゴ
(1, 2) 

ほ 心

第58表鉄銭観察表

20cm 

応
5低

図I—難化麟ltffl: 四 ltJI値(,,) : 質量 (oli 特徴等

50-4 I 37M咽，鉄銭 I軽,25.揺 5.犀さ1.4 ! 3.1 ; 寛永通宝，錆化激し,,

第57表 土器・土製品観察表

訊—l紐門如Ifill 蹟·揺 I 部位 1 復元計測値等 (om)

50-1 I―括 土蒻皿直1/2欠 ！転哨14.2,既8.5,船2.81淡橙褐色

色 胎土 調整• その他の特徴 第59表石製品観察表
雲母，赤揖色ス''17 0ク0, 内面ザ，緬：回転ヘラ整形I 計測値 (c,) 質量 (k,)

50-21 SOD遵 1布目瓦 1平瓦一部 1厚さ 2.4

50-3 [76D瑶泥面子半欠 径 2.7.厚さ 0.7

嘆；赤屁，頭：仮脆，責叫小石粒（長石等） I凹面；布綴じ合わせ目あり

淡橙褐色 緻密 鬼か

50-S'HI0-56G一括＇砥石，長 1,認 6,藍,,22.s. 厚さ12.2
- - - I 

50-6, HI0-56G一括砥石，荘：25.8, 甜：22. L熙：22.2 i 10. 了

第49図 その他の遺物実測図
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平行するように存在する。 30Mは2条の溝が交わっているものなので，合計4条の溝が平行しているこ

とになる。 30M・31Mとも79D・76D・77Dを切る。 32Mは78Dを切る。

(8) その他の遺物

土師器高台付皿（第49図1)表土除去後に出土したものであるが，出土位置から離れてしまったため所

属遺構不明となってしまった。形態は78D出土品（第40図10)に類似する。

布目瓦（第49図2)80D出土。 79Dからも小片が出土した。いずれも平瓦である。布目瓦は市内では井

戸向遺跡D127号遺構に出土例がある（千葉県文化財センター 1987)が，稀である。

泥面子（第49図3)今回の調査区域から出土した泥面子に類するものは， 4Iから 1点（第47図3),76 

Dから 2点出土した。後者のうち良好な1点を図示した。

鉄銭（第50図4)37M出土。し錆化が激しく保存処理の結果，鉄銭とわかった。「永通宝」の一部が辛うじ

て判読できる。

砥石（第50図5・6)H10-56Gにあった立木の根元に，やや埋まり気味に存在した。地面に置いて使用す

る砥石であろう。 5は砂岩質で， 6は硬質の石である。

8 調査のまとめ

旧石器時代 6点と数は少ないが， AT層直下の層からの出土資料を中心に，旧石器の存在とその内容

について明らかにすることができた。

縄文時代 中期阿玉台式の古手を中心とした遺物と遺構を確認した。他に井草式土器，黒浜式土器を確

認した。いずれも八千代市内で検出されることの多い時期の遺物であり，特に阿玉台式は浅間内遺跡の縄

文期の主体を占めている。新川流域における縄文時代の一端を垣間見ることができた。

弥生時代 当地域における弥生時代後期の典型的な住居跡と遺物，及び壺1個体を埋納した小土坑を確

認した。住居跡からの出土遺物は少なくしかも破片が中心である。しかい穂積み具と考えられる鉄製品

は好資料と言えよう。・""また，575Pの埋納された壺には人骨が納められていたのであろうか。9本遺跡内では

唯一の事例であるが，市内ではいくつか類例がある。該期の埋葬形態として認識しておきたい。

奈良時代 3軒の住居跡を該期のものと判断したが，図版に耐え得る遺物は少なかった。しかし，律令

制度が整備された時代の地方村落の姿を示唆する資料として捉えておきたい。

平安時代 9世紀中頃の住居跡2軒を調査した。まさに「村神郷」の時代の遺構・遺物である。墨書土

器を含む好資料を追加することができた。

江戸時代墓坑1基を確認し，六道銭を伴う埋葬について明らかにできた。人骨については今後，人類

学の専門家による分析を加えたいと考えている。

その他に炭焼き窯などの資料を得ることができた。

参考文献

小笠原永隆(1997)「八千代市神野貝塚採集の士器片錘について」（『貝塚研究』 2)

財団法人千葉県文化財センター(1981)『木の根一成田市木の根No.5、No.6遺跡発掘調査報告書ー』

財団法人千葉県文化財センター (1987)『八千代市井戸向遺跡』

財団法人千葉県文化財センター (1996)『市原市武士遺跡1』

鈴木公雄(1999)『出土銭貨の研究」東京大学出版会

千葉県立房総風土記の丘(2001)『平成13年度企画展図録槍の身振り』

山内 文(1977)「山田水呑遺跡の植物性遺存体」（山田遺跡調査団『山田水呑遺跡上総国山邊郡山口郷推

定遺跡の発掘調査報告書』）
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III 第 7次確認調在の遺構と遺物
調査区域は道路によって，大きく 3箇所に分けられたが， 23T~73Tを設置した2,800:rri'の梨畑が調査の

中心となった。 74T及び77T・78Tを設置した梨畑と， 75T・76Tを設置した宅地及び畑地は，埋め立て

や削平などの地形改変が著しく，遺物は縄文土器片 1点，土師器片8点などであり，遺構は検出されなかっ

た（第50図）。 2,800面の梨畑では，竪穴住居跡20軒，土坑10基，溝2条を確認した。得られた遺物は総数

2,611点である。

1 縄文時代

調査区域の北部を中心として，約700点の遺物を得た。特に多かったのは， 59Tの311点， 63Tの105点であ

る。主体は中期前半の阿玉台 Ia式~II式である。単列の押し引き文，複列の押し引き文や独特の突起が付

けられた土器が多く見られる（第52図2~21)。この他には，早期の井草式と思われる口縁部破片（同図1),

這円盤（同図22),土器片錘（同図23~26),石鏃，黒曜石の剥片などを確認した。

遺構は， 59T・60T・64Tなどで検出された土坑・ヒ゜ットが，この時代に属するのではないかと推定した。

2 弥生時代

弥生時代後期の土器片が約70点出土した。内外からの押圧によって細かい波状になる口唇部をもつ甕の破

片などがあるが，小片がほとんどであるため，図は省略した。

竪穴住居跡は6軒と判断した。 39T・30T・33T・49Tなど調査区の西～南に分布しているようである。

いずれも遺物量は少なく， 39Tで4点， 30Tで10点， 33Tで5点， 49Tで7点である。

3 古墳時代

土師器片は約1,300点，須恵器片は約330点出土した。これらには古墳時代前期・後期，奈良平安時代のも

のが含まれる。土師器はほとんどのトレンチから出土し，特に64Tの184点， 61Tの129点， 57Tの102点など

が多かった。これらのトレンチからは須恵器も多く出土し， 64Tが49点， 57Tが46点， 61Tが41点であった。

古墳時代前期の遺物は，高坪やハケ目のある甕などが認められるが図は省略した。後期頃と思われる土師

器の甕（第53図1),須恵器の蓋（同図2)を図示した。

遺構は，前期の竪穴住居跡6軒，後期が5軒と判断した。前期の住居跡は35T・55T・68T・71 Tなど調

査区全体に，後期の住居跡は， 23T・42T・57T・61Tなど調査区の北～西に主に分布しているようである。

4 奈良・平安時代

竪穴住居跡3軒，土坑5基と判断した。住居跡は調査区北部の60T・64T・72Tに分布している。

遺物としては， 8ilt紀頃と考えられる須恵器2点（第53図4・5),東海系の土師器（同図3),針せ紀と考

えられる土師器の坪（同図6),須恵器の坪（同図7)を図示した。 6の坪の口唇部には，煤状の黒色物質が

付着しており，灯明皿と考えられる。しかしこの遺物は遺構に伴うものではなかった。

5 中・近世

溝2条を検出した。うち 1条は，調査区域の南西辺を北西～南東方向に走っており，平成6・7年度の調

査の際に検出した溝の続きと考えられる。この溝に直交するように，南西～北東方向の溝が 1条検出された。

南西～北東方向の溝の26T部分から出土した鉄斧を図示した（第53図8)。
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第60表第7次確認調査23T土層観察表

h 層位 層界 色 廣貪 土性 構造 孔陳 かたさ 織密度 可聾性 植物機 その他

1 I-1 7, 5YR3/3翡色 富む SL 熊tt-恒績れ 頗る富む o-,1ヽ 13 弱 細根富む 耕作土
明瞭

L 小亜角塊状 II 含む2 1-2 I ，7.5YR4/灰2褐色 含む 小 18 弱 細根含む ll,lり1±o。径1粒-2疇ー3士囀位子， 訟：！

明瞭
3 I 1-3 体7..5Y3R/43/4翡舵色 含む SiCL 小亜角塊状 富む 1 小 14 中 細根含む ローム混じり

4 住居覆土 7 5YR3/3囀色 富む SiL 小亜角塊状 富む 小 15 強 細根含む

5 溝覆土 l 7 5YR3/3囀色 富む L 小亜角塊状 含む 小 22 中 細根含む 血子，訛，艶ス''17
判然

6 溝覆土21明瞭 7 5YR3/3囀 富む CL 小亜角塊状 富む 小 17 強 埠含む。騨齢 舵 ,,1了。 ll•Dーム1,,9

7 溝覆土3 7. 5YR4/4 駐 含む SiL 小亜角塊状 含む 小 20 中 細根あり ロームの再堆積

第61表 31T土層観察表

比層位 層界 色 属食 土性 構造 孔隙 かたさ i織密度 可性 植鞠根 その他

亨．；： SL 廊H醗獣 含む o-小i12 〇 ，細根富む 耕作土。砂質

L 屑小粒亜状角～塊状 富む o-小 20 弱 主含根む・細根， 11租1--32"1疇叙埠子9町骰多慌I.,子

明瞭

細根含む I 111笙l-2-3■al± 能ス信子,,m農唸1子。7.5YR3/暗3褐色 富む L 亜角塊状＇: あり 中 26 弱

明瞭

主細根根含あむり。 I 7.5YR3/暗4褐色 富む S,CL 亜角塊状・I 富む 小 17 中

判然

I , 47./54YR褐3/色4鴫富含む～む SiCL 小亜角塊状＇富む 小 18 中 細根含む ＇ 

' ←←—明瞭
SiC I小亜角塊状 富む 1 小 22 6 皿 11 7.5YR4/5艶 含む 強 主根・細根

←―←―判然
SiC 小亜角塊状 含む 1 小 21 7 ill-2 7. 5YR4/4舵 含む 強 細根含む

ト一I 麒讃
8 IV 7.5YR4/6 褐色 含む SiC 亜角塊状 富む 小 25 強 細根あり 眉11-1疇fa船-Am. 詭スm

i 
＇ ＇ 判然

強 ！細根あり9 V 7.5YR4/4褐色•＇ 含む SiC 小亜角塊状 含む 小 25 息息1l贔-2•叙訟J'J79り了，

＇ ＇ 判然
IO VI 7.5YR5/明6褐色 あり SiC I小亜角境状 富む 中 27 強

゜
畑艶双9リ多1量,0¥0T).5疇,飢包J'J1—2• 

＇ ＇ 判然
11 珊 j 7.5YR4/6艶 含む SiC 亜角塊状 含む 小～中 25 強

゜
11疇叙9り7.卿 ,,17

12l土溝覆！ 7.5YR3/4 暗褐色 富む LiC 屑小粒亜状角塊-状 I，頗る富む o-小 u II 中 1I 細根含む 1舷5 <tD-J.1巧9
-3心 m

第62表 56T土層観察表

此層位 色 廣貪 土性 橋遣 孔陳 かたさ 織密魔 可塑性 植物根 その他

I 1-1 7.5YR3/3 暗褐色 富む SL 小亜角塊状 含む I 小 20 

゜
細根富む 耕作土。

2 1-217, 5YR3.5/3 輯t兼 畠0-帥 SL 小亜角塊状 富む 小 25 

゜
細根含む 耕作土。

3 1-3 7.5YR3/3 暗褐色 富む L 小亜角塊状 含む 小 20. 15 弱 細根含む 齢訛ム能スコ'17,血子，

4 I-4 7.5YR4/2 灰褐色 含む L 亜角塊状 富む ,1, I 23 弱 視嗣含b 酢丘能,,1了，農1鳴

5 Il-1 73./53YR暗3/褐2色 黒褐色 富む SiCL 亜角塊状 富む i 小 17 中 細根含む 径 1-2皿黄色ス9り7

6 Il-2 74./53Y褐R3/色3 暗褐色．富む含～む SiCL 小亜角塊状 富む ！I 小 17 中 細根あり

7 Il-3 7.5YR4/3.4/4 褐色 含む SiC , 小亜角塊状 富む 小 22 強 埠輯含b 罷 J'i7,血子，靴鳩

s I m-1 7.5YR4/5 褐色 含む SiC 亜角塊状 富む 小 22 強 細根あり

9 皿2I 1 5YR4/4 褐色 含む SiC 亜角塊状 富む 小 23 強 1細根あり 径 2閾黄色スm

IO N 7.5YR4/6 褐色 含む SiC 小亜角塊状 富む 中 25 強 なし 靭.5,艶・釦m

第63表 72T土層観察表
72T 

D 
・ー26.&n カクラン

D' 

~ 二
比層位

1 1-1 

2 1-2 
＇ 
3 1-3 

店

層界 色 廣食

7.5YR3/3 暗褐色 富む
明瞭

7.5YR3/4 暗褐色 富む
明瞭

7. 5YR3/3 暗褐色 富む
明瞭

7.5YR4/&4/潤 色 含む
判然

7.5YR4/4 褐色 含む

土性 欄 遣 l孔陳 かたさ 緻密度 可塑性 植物槻

SL 腑れ4慢角鯨 富む o-小 15 

゜
細根富む

CL 小亜角塊状 含む 1 小 20 弱 ！細根含む

L 小亜角塊状 富む 小 17 弱 1細根含む

SiCL 小亜角塊状 1富む 小 18 中 細根富む

SiCL 小亜角填状富む 小 20 中 細根含む

6 溝覆士 I 74/.54Y褐R3/色3暗褐色． 富含む-む ISiCL 屑小粒亜角状塊-状 I富む o-小 15 中 細根富む

7 溝覆土I 47/.45YR褐3/色3暗褐色， 富含む~む SiCL 小亜角塊状 富む Ii 小 14 中 細根富む

8 住居覆土 l 7.5YR3/2翡色等 富む SiC 亜角塊状 含む 小 17 強 細根含む

第51図 第 7次確認調査トレンチ土層断面図
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Lこ第64表第7次確認調査縄文土器観察表

20 

A
 

n4 

s, 噴軌 ト"'"'器形 部位 復元計測値等（呵） 色 I 胎土 文様・調整•その他の特徴
52-1 48T 深鉢 口緑部 復元口径 30 淡褐色 1石英，長石 l縄文RL

52-2 59T 深鉢 I1口縁部復元口径 20 l暗褐色 i長石，細砂 単列押引き文

52-3, 64T i深鉢口縁突起部 I 灰褐色 ！細砂 I隆線，単列押引き文

52-4 59T 鉢 I口縁部復元口径 25.2 ！暗褐色 I長石，雲母単列押引き文

52-5 62T I深鉢 口縁部 復元口径 19 綱色頗，蛯 I帷，長li.雲翡片突起，単列押引き文，隆線

52-6 59T 深鉢 ロ虹 I復元口径 27 淡褐色，灰色 i長石，雲母 i単列押引き文，隆線

52-7 59T 鉢 口縁部 復元口径 15.6 外錢色，隕舵，内絹色 I 長石，雲母＇口唇部に刻み

52-8 ＇ 59T j 鉢 口縁部 復元口径 30 外褐色：赤褐色，内 淡赤 1i細砂，長石 内口側唇外に側複列に単押列引押き文引き文，

52-9 ¥53T 浅鉢 口縁部 復元口径 20 暗褐色，黒褐色 1長石，雲母 外：ナデ，内：ミガキ

52-10 63T 深鉢＇口縁部 復元口径 314 赤褐色 I oo. 長石，緬 把手，単列押引き文，隆線

52-11 59T 深鉢 口縁部 復元口径 20.8 i暗赤褐色 戻石，雲母，璃鳴，靖歓燻輝諏

52-12 59T II 深 鉢 口縁部復元口径 22 ：赤褐色， 暗赤褐色 ：長石， 雲母 1扇複状列突押起引き（沈文線，隆と刻線み） ， 
： 

52-13 ! 59T 深鉢
口緑付近 1復元口径 31 赤褐色

I I碗，長石，攣片
52-14 I 59T 深鉢 口縁部 外輯も， 内：翡色 I 

複隆列線押引き文，刻みのある

52-15 69T I深鉢 口緑波頂部 I 外：翡色，内：親色 I l細砂 口唇に刻み，隆線

52-16 !59T 深鉢 口縁部 復元口径 214 淡赤褐色 ；長石，雲母 突起，複列押引き文，隆線

52-17 59T 深鉢 胴部 復元胴部最大径 35 外翡色翡色内没絶，藷色 1細砂，雲母 蓑状指頭痕，隆線

52-18 59T 深鉢 胴部 復元胴部径 26 i外親色内：罷．翡色 I碗，長u母 嬰状指頭痕，隆線

52-19 59T f深鉢 I底部 復元底径 10 赤褐色，淡褐色 1長石，砂粒 ナデ

52-20 59T J深鉢底部 i復元底径 106 外讀色，内具～沃挽 I戦，託，翻 ナテ’

52-21 59T i深鉢 1底部 i復元底径 17.6 1外：罷輯，内：卿！ l椀．長石．駈 i底面1こ網代痕

5cm 

I I I 

第52図 第 7次確認調査出土遺物実測図(1)
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第65表 第7次確認調査縄文時代遺物観察表

瓢 ·~""' I誌 鶴鵡 質量(g) 色 胎土 文繍 駁纏 細＇溝の徽 形 椰 1埠翫 重さ ・平さ 第66表 第7次確認調査出土石鏃観察表
52-22 43T ±ll'il 完形 43. 7 淡褐色 鯖長石 鰍．鴎 諏き 孵 嗣部 月鉱 普通 曾遍

埠腫 完形 11.1 外：薪艶内：馴 細砂 夏肋lilllll 怜 明瞭 一対 硝 口縁 庄試 普通 非偏平
＇働 f~>f位＂遍糾i態 寸法(,.) 質量 (g) 材賃

52-23 59T 

52-24 59T 埠 青 17 り：罷内：翡色 諷託 烈確瓢f 怜精 明瞭 一対 暉 嗣 町試 重い 普通
52-27 59T 石鏃一部欠損長さ 33,厚さ： 8 2.6 黒曜石

52-25 59T 揖讀 半欠 15.5 ~-翡色内：讀 翡妬 9しi収.Ill 怜 碍 I 祁 口縁 胚試 普通 普通

52-26 62T 日 完形 J 17.9 r外：底讀色内湛艶 鼠妬 帆引き文 打ち俎 珊 一対 箪 胴部 厄試 重い 偏平

↓ l↓ 

ー 、、 2

三~·d,
_....,,, 

三
1 

-, ―-.', , , ―,,,.., ・

こ―＼丁—-~戸
第67表 第7次確認調査出土遺物観察表

鵬噌嶋 ""'油 蒻糧・暑形 1 部 位 復元計躙値攀<~) 色 胎土 饂豊•その値の特

53-1 42T 土師器甕 I口縁～嗣上部 復元口径 19 淡褐色，灰色 細砂，雲母 ナデ，ヘラケズリ

53-2 72T 匹器蓋 i約 1/2 復元口径 16.2 灰白色 砂粒．雲母．小石粒 ロクロ，内：ナデ

53-3 糾T 土師器高台付皿 1口縁～底部 釦口径16,高さ41I橙色 砂粒 ロクロ，外：ミガキ

53-4 57T 叩環長頸瓶かi底部 復元底径 9 暗灰色 砂粒，黒色粒子 口クロ，付け高台

53-5 25T 虹器高台付盤i底部 復元底径 15.1 灰白色 長石，砂粒 ロクロ、ナデ

53-6 38T-l 土師器杯 I完形 鳴 9,腿 5,9, • さ3 外：馳内：馳鵠 細砂 nり..,, ミ9キ， E餅蛇囀

53-7 61T 須息器杯 1約 1/4 転鳴14,1!118.8, 駐 a.1 I蘊匹：鰤!I ... 鼠暉9り7I D/D, 体部下端,,ケ刈

ご
0 5cm 

I I ―| 

第68表 第7次確認調査出土鉄斧観察表

曇a
(Jo,。

~... 『~>f贔 1 暉 I It瀾値,.. i I質量(g)I ~ 
53-8 26T 鋏斧紅9.4,溝：4.Uさ：1.7 131. 5 袋部の一部欠損

第69表第7次確認調査泥面子観察表

声 予五疇
o 5cm 

8
 

o 5cm 

I•• I I 第53図 第7次確認調査出土遺物実測図(2)

6 調査のまとめ
縄文時代の遺物は，阿玉台式土器を中心に比較的良好な土器片が多数出土した。

弥生時代～奈良•平安時代については，竪穴住居跡を中心とした集落跡が確認された。土師器・須恵器の

出土量は多く，良好な資料がこの地に埋蔵されていることがわかった。特に古墳時代前期・後期の遺構・遺

物が充実しているものと予想できる。

中・近世の遣構としては溝を検出した。これらの溝は，浅間内の台地上を縦横に走り，台地上を幾つかに

区画しているようである。中世については，遺跡北方に存在する正覚院館跡との関連も考えられ興味深い。

以上，第7次確認調査地点は，古墳時代前期・後期を中心に遺物・遺構ともに密度の濃い地点であること

が明らかとなった。
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写真図版



図版 1 第 5次本調査ー1

(1) 第 5次本調査区遠景 (2) 調査区近景

(3) 調査前風景 (4) I日石器No.1出土状況

(5) 旧石器トレンチ調査状況
. / ,.. 
知,,..., ' -~-.

(7) 578P遺物出土状況 (8) 578P完掘状況



図版2 第 5次本調査ー2

芦;;.,:一；:, 

(1) 573 P・581 P完掘状況

喧

(3) SOD土層断面 (4) SOD鉄製品出土状況
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(7) 575P調査状況 (8) 575P完掘状況



第 5次本調査ー3

(1) 576 P完掘状況
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(3) lOD土層断面

(6) 

lOD-A完掘状況

77D-P2土層断面
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(7) 77D完掘状況 (8) 79D遺物出土状況



第 5次本調査ー4

(2) 79D完掘状況

(5) 76Dカマド内遺物出土状況

(7) 76D-B床面検出状況 (8) 76D-B完掘状況



(1) 78D遺物出土状況 (2) 78D砥石 (No.18,19) 出土状況

~ 
牙Z

• .... 冨 ill~, 

(5) 78D完掘状況 (6) 78Dカマド完掘状況

冒量塁！

(7) 572P完掘状況 (8) 577P銅鏃出土状況



(1) 577 P完掘状況

， ヽ量

(3) 582 P人骨出土状況
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,.;, 
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(2) 

(6) 4 I燃焼部調査状況
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鵬一

曽

(7) 4 I完掘状況 (8) 4 I煙道部



図版 7

弓

第 5次本調査ー7,第 7次確認調査ー1
委,.• 

(1) 第 5次本調査終了状況ー1-

(3) 第 5次本調査終了状況ー3-
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(5) 31 T土層断面
. =-~, ベ～ー・＿― — - -

(2) 第 5次本調査終了状況ー2-

”召¥'l.. 
. _:.:... 

．^ ・・ 仝ヽ

(7) 23T遺構検出状況 (8) 33T遺構検出状況
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(1) 35T遣構検出状況
・mifi¥.'.、,.,., 

(3) 76T調査..状況

t I 亀

(5) 旧石器時代遣物（第 7図参照）

戸

匿

(7) 578 P出土縄文土器（第 9図1参照）

(4) 77T調査状況

,. 
A 

(6) 第5次本麗査，第7次確認調資目土縄文時柑慧飢上段第9國14~19,下段第52図22~27参照）

(8) SOD出士弥生士器（第12図1参照）



図版9 遺物ー2

(1) 575P出士弥生士器（第13図 1参照）

~ 
編

璽

(4) 79D出土遺物（第23図 1・2参照）

，
 (2) 10D出土遺物（第17図3~5参照）

-̀
｀
 

~ 

l'al'lil'I ,1 

(3) 77D出土遺物（第19図1,第20図3・7参照）

(5) 76D出土遺物（第30図1参照）

(6) 76D出土遺物（第32図32・34・36参照）



図版10 遺物ー3

(1) 76D出土墨書土器（第32図46~48参照）

瓢
-

(3) 76D・78D出土石製品
（上段第36図84~86,下段第41図18・19参照）

(2) 76D出土遺物（第31図28,第35図65・64参照）

(4) 78D出士遺物（第40図1・5参照）

(5) 78D出土遺物（第40図6・8,第41図15参照）

．
 

(6) 78D出土遺物
（第41医16・20参照）

000  

00 0 

(7) 582 P出土銅銭（第45図参照） (8) 第5次本調査，第 7次確認調査
出土遺物（第49図1・2・3,第43図，第53図8~10参照）



図版11 遺物ー4
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゜(1) 第 5次本調査出土鉄製品

（第12図5, 第17図6・7,
第36図74~82, 第41図17,
第45図7,第47図4・5,

第49図4参照）
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(2) 第 7次確認調査出土縄文土器

（第52図 1~9, 11・15・10・12~ 14・16参照）

鴫

(3) 第 7次確認調査出土遺物（第53図1~6参照）
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発行年月日 西暦 2003年3月31日

ふ り がな ふ り がな コード 北緯 東経
調査期間 調査面積nf 調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村遺跡番号
o I II o I II 

浅あさ間ま内うち遺跡 八ゃ千ち代よ市し村むらか上み字あざ白しろす筋じ 35度 140度 20010606 1,400 士地区画

12221 204 43分 7分 ～ 下層確認 4 整理
第5次本調査 2742-1ほか

21秒 14秒 20010928 
-------------- ------- ← -呵.- - - ---------

浅あさ間ま内うち遺跡 八ゃ千ち代よ市し村むらか上み字あざ浅あさ間ま内うち 35度 140度 20011217 
284/3,600 

土地区画

12221 204 43分 7分 ～ 整理
第7次確認調査 2775ほか

24秒 10秒 20020125 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

旧石器時代 荀，類錆妬器，端韻捌籾器，,j哩拓札

縄文時代 土坑4基 縄文土器，石鏃

弥生時代 住居跡 1軒，上坑2基 弥生土器，鉄製穂摘み具

奈良時代 住居跡3軒 土師器，須恵器

浅間内遺跡 集落跡 平安時代 住居跡2軒，土坑 3基 土師器，須恵器，刀子，砥 第 5次本調査

石，炭化種子，銅鏃

近世 墓坑 1基 人骨，寛永通宝，釘

近現代 炭焼窯 1基，土坑 3基 瓦，火打ち石

溝 6条 寛永通宝（鉄銭）

--ー・----------------

縄文時代 士坑 5基 縄文士器，石鏃

弥生時代 住居跡6軒 弥生士器

浅間内遺跡 集落跡 古墳時代 住居跡11軒 士師器，須恵器 第7次確認調査

奈良平安時代 住居跡3軒，士坑5基 士師器，須恵器

中・近世 溝 2条 陶器，泥面子
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